
康
有
為
の
「
気
」
の
再
検
討

孫
路
易

は

じ
め
に

　
康
有
為

（
→
八
五
八

～
一
九
二
七
）
の
「
気
」
に
つ
い
て
は
、
観
念
的
な
存
在
と
し
て
捉
え
る
も
の
が
あ
り
、
物
質
的
な
存
在
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

し
て
捉
え
る
も
の
が
あ
り
、
「
有
意
識
的
物
質
」
と
し
て
捉
え
る
も
の
も
あ
っ
て
、
様
々
で
あ
る
。
で
は
、
康
有
為
の
「
気
」
は
一

体
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
認
識
の
差
異
が
生
じ
た
の
か
。

　
結
論
か
ら
い
う
と
、
康
有
為
の
哲
学
は
「
神
」
と
「
気
」
と
い
う
二
つ
の
概
念
を
究
極
の
概
念
と
し
て
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
気
」
は
天
地
万
物
を
構
成
す
る
最
も
根
源
的
な
も
の
で
あ
り
、
現
在
に
い
う
と
こ
ろ
の
元
素
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
「
神
」
は
、

常
に
そ
の
「
気
」
に
付
随
し
て
、
そ
の
「
気
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
具
体
的
な
形
を
持
つ
物
体
に
存
在
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の

物
体
が
消

滅

し
て
も
生
存
し
続
け
る
存
在
で
あ
る
。
彼
の
哲
学
理
論
は
、
そ
の
よ
う
な
基
本
構
造
に
基
づ
き
、
そ
し
て
「
気
」
の
働

き
と
「
神
」
の
働
き
に
よ
っ
て
、
天
地
万
物
の
存
在
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の

「
気
」
を
観
念
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
の
は
、
康
有
為
の
用
い
た
「
知
気
」
、
「
魂
気
」
の
よ
う
な
用
語
に
よ
る
も
の
が
多

い

の

で

あ
る
が
、
そ
の
「
知
気
」
、
「
魂
気
」
は
「
神
」
で
あ
っ
て
、
「
気
」
で
は
な
い
。
「
気
」
を
「
有
意
識
的
物
質
」
と
し
て
捉
え
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る
の
は
、
「
気
」
そ
の
も
の
を
見
て
い
る
の
で
は
な
く
、
「
神
」
が
付
随
し
て
い
る
「
気
」
を
見
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
「
気
」

を
物
質
と
し
て
捉
え
る
も
の
は
康
有
為
の
哲
学
を
「
気
一
元
論
」
と
判
断
す
る
む
き
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
理
」
と
「
気
」
の
先
後

関
係
か

ら
断
定
す
る
と
い
う
検
討
方
法
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
「
神
」
と
「
気
」
と
の
関
係
を
見
る
と
、
康
有
為
の
哲
学
は
「
気

一
元
論
」
で
あ
る
と
は
考
え
が
た
い
の
で
あ
る
。

　
本
稿

は
、
康
有
為
の
い
う
「
気
」
、
「
神
」
、
「
理
」
、
「
性
」
、
「
仁
」
の
諸
概
念
の
内
容
と
そ
の
諸
概
念
の
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
を
検
討

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

し
つ
つ
、
「
気
」
の
性
質
及
び
そ
の
存
在
様
態
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

、
「
気
」
と
「
神
」

　
康
有
為
は

天
地
の

形
成

に
つ
い
て
こ
う
述
べ
て
い
る
。

　
　
太
一
者
、
太
極
也
、
即
元
也
。
無
形
以
起
、
有
形
以
分
、
造
起
天
地
、
天
地
之
始
、
易
所
謂
乾
元
統
天
者
也
。
（
『
礼
運
注
』
二

　
　
五
九
頁
）

　
　
蓋
地

生
干
日
而
撲
日
、
日
与
諸
恒
星
、
凡
　
切
星
雲
、
星
団
、
星
気
皆
棋
北
極
而
環
之
、
是
為
一
天
。
此
天
之
外
、
又
有
諸
天
、

　
　
無
量
数
天
而
操
一
元
。
易
日
「
大
哉
乾
元
、
乃
統
天
」
是
也
。
（
『
論
語
注
』
十
六
頁
）

『
礼

記
』
「
礼
運
」
の
「
太
一
」
と
『
易
』
の
「
太
極
」
を
同
一
の
も
の
と
し
、
ま
た
そ
れ
を
即
ち
「
元
」
と
解
釈
し
て
、
「
無
形
以

て
起

り
、
有
形
以
て
分
ち
、
天
地
を
造
起
し
、
天
地
の
始
め
な
り
」
と
い
う
何
休
の
『
春
秋
公
羊
伝
』
の
注
に
よ
り
、
そ
の
「
元
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

を
天
地
の
発
生
の
根
元
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
地
」
は
「
日
」
よ
り
生
じ
る
が
、
そ
の
「
日
」
と
諸
恒
星
や
星
雲
、
星
団
、
星
気
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の

統
合
に
よ
っ
て
一
つ
の
「
天
」
が
形
成
さ
れ
る
。
そ
し
て
実
は
、
こ
の
よ
う
な
「
天
」
は
無
数
に
あ
っ
て
、
そ
の
無
数
の
「
天
」

は

皆
「
元
」
に
統
括
（
洪
一
元
）
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
「
元
」
は
「
天
」
、
「
日
」
及
び
「
地
」
を
統
括
す
る
と
共
に
「
天
」
、
「
日
」

及
び

「
地
」
を
生
ず
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
最
も
根
源
的
な
も
の
と
見
ら
れ
る
。
で
は
「
元
」
は
ど
の
よ
う
に
「
天
」
、
「
日
」
及
び

「
地
」
を
作
り
出
し
た
の
か
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
『
易
』
大
哉
乾
元
乃
統
天
。
『
春
秋
』
以
元
統
天
。
元
即
気
也
、
有
気
自
有
転
運
、
自
有
力
、
亦
動
静
起
而
形
徳
成
英
。
（
『
万
木

　
　
什
早
堂
口
説
』
　
一
〇
六
頁
）

　
　
夫
天
之
始
、
吾
不
得
而
知
也
。
若
積
気
而
成
為
天
、
摩
励
之
久
、
熱
重
之
力
生
実
、
光
電
生
　
、
原
質
変
化
而
成
焉
。
於
是
生

　
　

日
、
日
生
地
、
地
生
物
。
（
『
康
子
内
外
篇
』
二
八
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

こ
の
最
も
根
源
的
な
も
の
と
し
て
の
「
元
」
が
「
気
」
と
解
釈
さ
れ
、
こ
の
「
気
」
の
集
ま
り
、
「
原
質
」
が
変
化
す
る
こ
と
に
よ

っ

て

「
天
」
が
形
成
さ
れ
、
そ
し
て
「
日
」
が
生
じ
、
「
日
」
が
「
地
」
を
生
じ
、
「
地
」
が
万
物
を
生
じ
た
と
し
て
い
る
。
「
原
質
」

と
い
う
語
に
つ
い
て
は
後
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
ま
ず
こ
の
「
気
」
が
最
初
生
じ
た
の
は
「
天
」
で
あ
っ
て
、
そ
の
「
天
」

が

「
日
」
を
生
じ
、
「
日
」
が
「
地
」
を
生
じ
、
「
地
」
が
万
物
を
生
じ
た
と
い
う
考
え
方
を
も
う
少
し
詳
し
く
見
て
お
こ
う
。
こ
の

考

え
は
「
物
物
相
生
」
と
い
う
中
国
固
有
の
思
想
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
康
有
為
に
お
い
て
、
こ
の
相
生
じ
る
と
は
、

　
　
夫
天
地
者
、
生
之
本
。
万
物
分
天
地
之
気
而
生
、
人
処
万
物
之
中
、
得
天
地
之
一
分
焉
。
故
天
地
万
物
皆
同
気
也
。
（
『
中
庸
注
』

　
　
一
九
一
頁
）

　
　
愚

嘗
論
之
、
天
地
万
物
同
資
始
干
乾
元
、
本
為
一
気
、
及
変
化
而
各
正
性
命
、
但
為
異
形
。
如
大
海
之
分
為
一
湛
、
涯
性
亦
為

　
　
海
性
、
一
湿
之
与
衆
湛
、
異
湛
而
無
異
海
也
。
（
『
論
語
注
』
八
六
頁
）
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と
あ
る
よ
う
に
、
「
気
」
の
派
生
、
つ
ま
り
「
天
」
が
「
気
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
「
天
」
が
そ
の
一
部
の
「
気
」
を
分
け
て
「
地
」

を
生
じ
、
「
地
」
も
ま
た
そ
の
一
部
の
「
気
」
を
も
っ
て
「
万
物
」
を
生
じ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
物
体
は
皆
「
気
」

で

出
来
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
物
体
は
「
気
」
を
分
か
ち
受
け
て
形
成
さ
れ
る
と
同
時
に
、
そ
の
「
気
」
の
性
質
（
性
）
も
受

け
継
い
で
い
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
康
有
為
は
「
天
地
万
物
は
同
じ
く
乾
元
に
資
始
し
、
本
よ
り
一
気
た
り
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

い

っ

て
い

る

の

で

あ
る
。
よ
っ
て
、
「
元
」
が
「
天
」
、
「
日
」
及
び
「
地
」
を
統
括
す
る
と
共
に
「
天
」
、
「
日
」
及
び
「
地
」
を
生

ず

る
と
い
う
こ
と
は
、
天
地
万
物
が
皆
「
気
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
皆
こ
の
「
気
」
の
性
質
を
受
け
継
い
で
内
包
す
る
、
と
理
解

す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
康

有
為
は
「
太
＝
と
「
太
極
」
及
び
「
元
」
を
皆
「
気
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
「
太
二
・
「
太
極
」
・
「
元
」
・
「
気
」
は
い
ず
れ

も
中
国
哲
学
に
お
け
る
究
極
の
概
念
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
含
と
外
延
が
異
な
る
の
で
あ
る
。
康
有
為
が
「
太
一
」
と
「
太
極
」

及
び

「
元
」
を
皆
「
気
」
と
解
釈
す
る
こ
と
は
妥
当
か
ど
う
か
は
兎
も
角
、
「
気
」
を
も
っ
て
そ
れ
ら
の
諸
概
念
を
統
一
し
よ
う
と

い

う
意
識
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
康
有
為
の
い
う
「
気
」
は
如
何
な
る
性
質
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
天
地
之

間
、
若
虚
而
実
。
気
之
漸
人
、
若
魚
之
漸
水
、
気
之
於
水
、
如
水
之
於
泥
、
故
無
往
而
不
実
也
。
人
比
礁
瞑
碩
大
極
　
、

　
　
不

能
見
繊
小
之
物
、
若
自
至
精
之
物
推
見
、
則
気
点
之
連
接
極
粗
。
…
。
人
気
点
感
動
流
通
相
殺
、
乃
自
然
之
勢
。
董
氏
此
説

　
　
窮
極
天
人
之
本
、
今
之
化
学
家
豊
能
外
之
哉
。
（
『
春
秋
董
氏
学
』
八
〇
〇
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
「
気
」
は
非
常
に
小
さ
い
も
の
（
気
点
）
で
あ
る
た
め
、
目
で
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
が
、
「
今
の
化
学
家
、
豊
に

能

く
こ
れ
を
外
に
せ
ん
や
」
と
い
う
語
を
見
る
と
、
「
気
」
を
物
質
と
し
て
捉
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
し
、
「
故
に
往
く
と
し
て
実

な

ら
ざ
る
は
無
き
な
り
」
と
い
う
語
か
ら
、
「
気
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
物
体
は
皆
実
体
的
な
存
在
で
あ
る
、
と
い
う
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考

え
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
非
常
に
小
さ
い
も
の
（
気
点
）
が
「
原
質
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
　
五
行
者
、
木
火
土
金
水
也
。
人
得
五
行
秀
気
以
生
。
（
『
礼
運
注
』
二
五
二
頁
）

　
　
五
行
之

名
、
不
過
化
物
明
理
、
不
必
泥
金
木
水
火
土
也
。
印
度
以
地
水
火
風
為
四
行
、
希
臓
亦
同
、
加
以
気
為
一
行
、
此
求
之

　
　
実
義
者
。
要
大
地
前
聖
之
制
、
若
行
其
意
、
猶
同
近
言
六
十
四
原
質
、
恐
将
来
亦
可
破
。
（
『
礼
運
注
』
二
五
三
～
二
五
四
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
「
六
十
四
原
質
」
は
化
学
に
お
け
る
「
六
十
四
元
素
」
の
こ
と
で
あ
る
。
「
原
質
」
は
つ
ま
り
元
素
の
よ
う
な
も
の

と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
五
行
」
の
木
火
土
金
水
は
そ
の
六
十
四
元
素
の
中
の
五
つ
の
元
素
に
過
ぎ
な
い
と
解
釈
さ
れ
、
「
人

は

五
行
の

秀
で

る
気
を
得
て
以
て
生
ず
る
」
と
い
う
文
か
ら
、
「
五
行
」
が
「
気
」
と
見
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
だ
か
ら
、

康
有
為
の
い

う
「
気
」
は
則
ち
彼
の
い
う
「
原
質
」
で
あ
っ
て
、
現
在
に
い
う
と
こ
ろ
の
元
素
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
従

来
、
「
気
」
は
混
沌
と
し
た
ガ
ス
状
の
よ
う
な
も
の
と
さ
れ
て
き
た
が
、
い
ま
述
べ
た
よ
う
に
、
「
気
」
を
元
素
の
よ
う
な
も
の

と
解
釈
す
る
こ
と
は
康
有
為
が
従
来
の
「
気
」
に
新
し
い
内
容
を
与
え
た
、
と
評
価
で
き
よ
う
。

　

こ
の
「
気
」
は
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
ま
た
論
ず
る
こ
と
も
で
き
な
い
、
と
彼
は
考
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
彼
が
何
休

の

い

う
「
無
形
以
て
起
り
、
有
形
以
て
分
ち
、
天
地
を
造
起
し
、
天
地
の
始
め
な
り
」
の
「
無
形
」
と
い
う
語
に
与
え
た
内
容
で
あ

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
彼
の
い
う
「
気
」
の
性
質
の
一
つ
だ
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

　
で

は
、
「
気
」
の
何
を
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
「
気
」
の
何
を
論
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
こ
れ
に
つ
い
て
彼
は
こ
う
い
っ
て

い
る
。

　
　
若
就
一
物
而
言
、
一
必
有
両
。
易
云
「
太
極
生
両
儀
」
。
孔
子
原
本
天
道
、
知
物
必
有
両
、
故
以
陰
陽
括
天
下
之
物
、
理
未
有

　
　
能
出
其
外
者
。
就
一
身
言
之
、
面
背
為
陰
陽
、
就
一
木
言
之
、
枝
幹
為
陰
陽
、
就
光
言
之
、
明
暗
為
陰
陽
、
…
、
就
気
言
之
、
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冷
熱
為
陰
陽
、
就
質
言
之
、
流
凝
為
陰
陽
、
…
、
以
観
天
下
之
物
、
無
一
不
具
陰
陽
者
。
…
。
元
与
太
極
、
太
一
不
可
得
而
見

　
　
也
、
其
可
見
、
可
論
者
、
必
為
二
央
。
故
言
陰
陽
而
不
言
太
極
。
（
『
春
秋
董
氏
学
』
七
九
九
頁
）

「
気
」
の
内
包
す
る
二
つ
の
相
対
関
係
に
あ
る
も
の
（
陰
陽
）
は
見
る
こ
と
、
ま
た
論
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
あ
ら
ゆ
る

「
気
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
物
体
は
皆
二
つ
の
相
対
関
係
に
あ
る
も
の
を
内
包
し
、
そ
の
二
つ
の
相
対
関
係
に
あ
る
も
の
の
運
動

は

見

る
こ
と
、
そ
し
て
論
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
逆
に
い
え
ば
、
あ
ら
ゆ
る
物
体
は
そ
の
内
包
す
る
二
つ
の
相
対
関
係
に
あ
る
も
の

の

運

動
を
見
る
こ
と
、
ま
た
論
ず
る
こ
と
を
通
じ
て
認
識
し
得
る
存
在
で
あ
る
、
と
見
て
も
よ
か
ろ
う
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
、
陰
陽

は

「
気
」
そ
の
も
の
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
二
つ
の
相
対
関
係
に
あ
る
も
の
を
指
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

　
　
気
有
動
力
、
乃
能
運
両
儀
。
（
『
中
庸
注
』
二
〇
九
～
二
一
〇
頁
）

　
　
有
気
即
有
陰
陽
、
其
熱
者
為
陽
、
冷
者
為
陰
。
（
『
万
木
草
堂
口
説
』
六
五
頁
）

　
　
天

本
陽
、
陽
為
熱
気
、
熱
則
生
動
、
動
則
生
光
、
故
垂
為
日
星
。
地
為
陰
、
陰
為
冷
気
、
冷
則
成
凝
、
凝
則
成
形
質
。
（
『
礼
運

　
　
注
』
二
五
三
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
「
気
］
が
存
在
す
れ
ば
そ
の
「
陰
陽
」
も
存
在
す
る
。
こ
の
「
陰
陽
」
は
従
来
「
二
気
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
康

有

為
が
こ
の
二
気
を
「
熱
気
」
と
「
冷
気
」
と
解
釈
し
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
「
陰
気
」
と
「
陽
気
」
と
い
う
語
を
用
い
ず
、
わ

ざ
わ
ざ
「
熱
気
」
と
「
冷
気
」
と
い
う
語
を
用
い
て
、
「
気
」
は
そ
の
二
つ
の
相
反
す
る
も
の
が
内
在
し
て
い
る
と
い
う
性
質
を
持

ち
、
こ
の
「
熱
気
」
と
「
冷
気
」
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
天
地
万
物
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
、
と
い
う
彼
の
考
え
が
読
み
取
れ
る
で

あ
ろ
う
。
「
熱
気
」
を
「
陽
」
と
し
、
「
冷
気
」
を
「
陰
」
と
す
る
の
は
、
「
陰
陽
」
を
そ
の
相
対
す
る
関
係
を
指
す
語
と
し
て
用
い

た

の

で

あ
ろ
う
。
「
気
」
が
二
つ
の
相
対
関
係
に
あ
る
も
の
を
内
包
す
る
こ
と
は
「
気
」
の
も
う
一
つ
の
性
質
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
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だ
と
す
る
と
、
天
地
万
物
は
皆
そ
の
「
気
」
の
二
つ
の
相
反
す
る
も
の
を
内
包
し
て
い
る
と
い
う
性
質
を
受
け
継
い
で
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
次
の
幾
つ
か
の
文
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。

　
　
道
有
陰
陽
、
互
相
対
待
、
故
有
一
必
有
二
。
（
『
論
語
注
』
五
九
頁
）

　
　
両
端

者
、
有
無
、
陰
陽
、
上
下
、
精
粗
、
終
始
、
本
末
。
凡
物
必
有
対
待
、
故
両
端
尽
之
。
（
『
論
語
注
』
一
二
九
頁
）

　
　
天
地
之

理
、
惟
有
陰
陽
之
義
、
無
不
尽
也
。
（
『
康
子
内
外
篇
』
十
三
頁
）

　
　
天
地
之

理
、
陰
陽
而
已
。
其
発
干
気
、
陽
為
湿
熱
、
陰
為
乾
冷
。
湿
熱
則
生
発
、
乾
冷
則
枯
槁
、
二
者
循
環
相
乗
、
無
有
終
極
。

　
　
無
以
名
之
、
名
之
陰
陽
也
。
（
『
康
子
内
外
篇
』
十
七
頁
）

こ
の
二
つ
の
相
対
す
る
関
係
は
「
陰
陽
」
と
言
わ
れ
る
が
、
ま
た
「
対
待
」
と
い
う
語
を
も
っ
て
表
現
す
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。

「
天
地
の

理

は
、
陰
陽
の
み
。
其
れ
気
に
発
し
、
…
、
」
と
い
う
文
を
見
る
と
、
康
有
為
は
こ
の
二
つ
の
相
対
関
係
に
あ
る
も
の
を
ど

う
表
現
し
た
ら
よ
い
か
を
迷
い
、
結
局
「
陰
陽
」
と
い
う
語
を
用
い
た
、
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
だ
か
ら
、
康
有
為
に
お
い
て
は
、

「
陰
陽
」
は
す
な
わ
ち
「
対
待
」
で
あ
る
、
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
、
以
下
で
は
、
康
有
為
の
い
う
「
二

つ
の

相
対
す
る
関
係
」
を
彼
の
用
語
を
借
り
て
「
対
待
」
と
表
現
す
る
。
こ
の
康
有
為
の
あ
ら
ゆ
る
存
在
は
「
対
待
」
す
る
も
の
を

内
包
す
る
存
在
で
あ
る
と
い
う
考
え
は
、
『
春
秋
董
氏
学
』
の
「
故
に
陰
陽
を
以
て
天
下
の
物
を
括
く
れ
ば
、
理
は
未
だ
能
く
其
の

外
に
出
つ
る
者
有
ら
ざ
る
な
り
」
、
『
論
語
注
』
の
「
故
に
両
端
こ
れ
を
尽
く
す
」
、
及
び
『
康
子
内
外
篇
』
の
「
天
地
の
理
、
惟
だ

陰
陽
の
義
有
る
の
み
、
尽
く
さ
ざ
る
無
き
な
り
」
な
ど
の
語
を
見
れ
ば
、
一
貫
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
物
体
の
こ
の

内
包
す
る
「
対
待
」
し
て
い
る
も
の
の
運
動
こ
そ
、

　
　
蓋
太

極
両
儀
之
理
、
物
不
可
不
定
干
一
、
有
統
一
而
後
能
成
、
物
不
可
不
対
為
二
、
有
対
争
而
後
能
進
。
（
『
論
語
注
』
三
四
頁
）

一 69一



と
あ
る
よ
う
に
、
進
化
の
原
因
で
あ
る
、
と
彼
は
考
え
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
康
有
為
は
、
「
公
羊
学
」
の
「
三
世
説
」
を
踏

ま
え
て
、
人
間
社
会
が
「
拠
乱
」
ー
「
太
平
」
！
「
大
同
」
と
い
う
順
に
「
進
化
」
す
る
と
説
い
た
「
進
化
」
論
者
で
あ
る
。
そ
の

理
論
の

哲
学
根
拠
は

こ
こ
に
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
物
質
的
な
「
気
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
全
て
の
も
の
も
物
質
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

康
有
為
は

『
大
同
書
』
に
お
い
て
、

　
　
夫
浩
浩
元
気
、
造
起
天
地
、
天
者
一
物
之
魂
質
也
、
人
者
亦
一
物
之
魂
質
也
。
難
形
有
大
小
、
而
其
分
浩
気
於
太
元
、
掲
滑
滴

　
　
於
大
海
、
無
以
異
也
。
（
四
頁
）

と
述
べ
、
天
と
人
間
を
「
魂
質
」
と
し
て
い
る
。
な
ぜ
物
質
で
あ
る
「
元
気
」
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
天
と
人
間
に
「
魂
」
と
い
う
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

の

が

あ
る
の
か
。
朱
子
学
に
お
い
て
は
、
「
魂
」
も
「
気
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
質
問
の
立
て
方
は
唐

突

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
康
有
為
の
い
う
「
魂
」
は
朱
子
の
い
う
「
魂
」
と
違
い
、
「
気
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
神
附
気
、
気
附
形
。
（
『
礼
運
注
』
二
五
二
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
「
気
」
が
具
体
的
な
形
を
持
つ
物
体
を
形
成
す
る
前
に
、
既
に
「
神
」
と
い
う
も
の
が
そ
の
「
気
」
に
付
随
し
て

い

る
こ
と
が
分
か
る
。
「
気
」
が
具
体
的
な
形
を
持
つ
物
体
を
形
成
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
「
神
」
が
「
気
」
と
共
に
そ
の
形
成
さ

れ

た
物
体
に
存
在
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
「
神
」
は
つ
ま
り
「
魂
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
気
」
よ
り
作
ら
れ
た
物
が
「
魂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
＞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

質
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
「
気
」
に
よ
っ
て
最
初
に
作
ら
れ
た
「
天
」
に
既
に
「
神
」
が
存
在
し
て
い
る
の
で
、
「
天
」

に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
あ
ら
ゆ
る
物
体
に
は
こ
の
「
神
」
が
存
在
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、

　
　
神
者
有
知
之
電
也
、
光
電
能
無
所
不
伝
、
神
気
能
無
所
不
感
。
…
。
無
物
無
電
、
無
物
無
神
。
夫
神
者
、
知
気
也
、
魂
知
也
、
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精
爽
也
、
霊
明
也
、
明
徳
也
、
数
者
異
名
而
同
実
。
（
『
大
同
書
』
四
頁
）

と
い
う
文
の
「
物
と
し
て
神
無
き
は
無
し
」
と
い
う
語
か
ら
も
伺
え
る
。
一
見
し
て
奇
妙
な
文
で
あ
る
が
、
「
電
」
、
「
知
気
」
、
「
魂

知
」
、
「
精
爽
」
、
「
霊
明
」
、
「
明
徳
」
は
皆
「
神
」
の
様
々
な
状
態
に
あ
る
時
の
異
な
っ
た
名
称
或
い
は
そ
の
働
き
で
あ
る
。
こ
こ
で
、

こ
の
「
神
」
と
い
う
概
念
の
導
入
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
物
体
は
「
神
」
と
「
気
」
を
内
包
す
る
存
在
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
と
な

る
。
こ
の
「
神
」
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
検
討
は
第
三
章
に
譲
る
。

　
以
上

の
検
討
に

よ
っ
て
、
康
有
為
の
い
う
「
気
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
具
体
的
な
形
を
持
つ
物
体
を
構
成
す
る
最
も
基
本
的
な
物
質
で

あ
り
、
現
在
に
い
う
と
こ
ろ
の
元
素
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
「
気
」
は
、
全
体
と
し
て
「
冷
気
」
と
「
熱
気
」
と

い

う
「
対
待
」
す
る
も
の
を
内
包
し
、
天
地
万
物
は
そ
の
「
対
待
」
す
る
も
の
の
運
動
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
。
康
有
為
の
い
う
「
神
」

は
、
常
に
そ
の
「
気
」
に
付
随
し
て
い
て
、
「
気
」
と
共
に
、
「
気
」
よ
り
構
成
さ
れ
た
物
体
に
存
在
す
る
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
物
体

は
、
「
気
」
よ
り
構
成
さ
れ
る
と
同
時
に
、
「
気
」
の
「
対
待
」
す
る
も
の
を
内
包
す
る
と
い
う
性
質
が
受
け
継
が
れ
る
。
こ
の
「
対

待
」
す
る
も
の
の
運
動
は
「
進
化
」
に
つ
な
が
る
。
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
気
」
の
性
質
を
も
っ
と
明
確
に
さ

せ

る
た
め
に
、
次
章
と
第
三
章
に
お
い
て
、
「
気
」
と
緊
密
に
関
係
す
る
「
理
」
及
び
「
性
」
に
つ
い
て
を
考
察
す
る
。
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二
、
「
理
」
と
「
気
」
と
「
神
」

　

「
気
」
は
天
地
万
物
を
構
成
す
る
最
も
根
源
的
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
「
気
」
だ
け
で
は
万
物
を
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

「
気
」
と
「
理
」
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
具
体
的
な
形
を
持
つ
物
体
を
構
成
す
る
、
と
康
有
為
は
考
え
て
い
る
。



　
　
按
、
易
日
「
天
地
之
大
徳
日
生
」
、
言
生
即
兼
理
気
而
言
、
無
所
不
包
、
夫
謂
之
大
徳
、
何
嘗
不
為
理
、
何
嘗
専
就
気
言
之
。

　
　

…
。
蓋
盈
天
下
皆
気
而
已
。
由
気
之
中
、
自
生
条
理
、
物
受
生
気
、
何
嘗
不
受
生
理
。
但
与
人
不
同
、
非
止
与
人
不
同
、
亦
物

　
　
物
不
同
也
。
（
『
孟
子
微
』
四
〇
頁
）

　
　
夫
万
物
之
故
、
皆
有
所
以
然
之
理
。
（
『
康
子
内
外
篇
』
八
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

「
理
」
は
「
気
」
か
ら
自
然
に
生
じ
る
。
万
物
の
「
故
」
つ
ま
り
そ
れ
ぞ
れ
の
存
在
様
態
は
皆
そ
の
よ
う
で
あ
る
「
理
」
が
あ
る
。

つ

ま
り
、
「
気
」
は
同
一
で
あ
る
が
、
天
地
万
物
は
「
理
」
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
違
う
形
と
性
質
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

万
物
の

具
体
的
な
存
在
様
態
（
現
象
と
い
っ
て
も
よ
い
が
）
は
結
果
で
、
「
理
」
は
そ
の
原
因
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
理
」

は
、　

　
天

地

之
気
、
存
於
庶
物
、
人
能
採
物
之
美
者
而
服
食
之
、
始
尚
愚
也
同
、
＝
一
聖
人
少
補
其
霊
明
而
智
生
　
。
合
万
億
人
之
脳

　
　
而

智
日
生
、
合
億
万
世
之
人
之
脳
、
而
智
日
益
生
、
於
是
理
出
焉
。
若
夫
今
人
於
野
番
、
其
為
愚
、
亦
与
禽
獣
無
幾
何
、
難
智

　
　
且
不
能

言
、
而
何
有
於
万
物
哉
。
故
理
者
、
諸
聖
人
所
積
為
也
。
…
。

　
　
…
、
夫
有
人
形
而
後
有
智
、
有
智
而
後
有
理
。
理
者
、
人
之
所
立
。
…
。
故
理
者
、
人
理
也
。
（
『
康
子
内
外
篇
』
二
八
～
二
九

　
　
頁
）

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
人
間
の
「
霊
明
」
（
こ
の
「
霊
明
」
は
「
神
」
で
あ
る
。
詳
し
く
は
第
三
章
を
参
照
）
の
働
き
に
よ
っ
て

生
じ
た
知
恵
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
る
も
の
だ
、
と
彼
は
考
え
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、

　
　
凡
天
地
自
然
之
理
、
皆
不
能
磨
滅
。
（
『
万
木
草
堂
口
説
』
七
五
頁
）

　
　
地
球
既

生
、
理
即
具
焉
。
蓋
既
有
気
質
、
即
有
紋
理
。
人
有
霊
魂
、
知
識
生
焉
、
於
是
能
将
理
之
所
在
而
発
明
之
。
其
発
明
者
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日
増
一
日
、
人
立
之
制
度
亦
因
而
日
美
一
日
。

　
　
循
物
質
之
紋
理
以
求
之
、
則
其
処
置
之
法
、
便
自
然
而
有
、
不
須
取
舎
、
不
須
裁
制
者
、
此
為
幾
何
公
理
所
出
之
法
。
此
等
法

　
　
不
能
謂
為
人
立
、
乃
天
地
所
固
有
之
法
也
。
発
明
者
、
但
有
発
明
之
功
而
已
。
（
『
実
理
公
法
全
書
』
四
三
頁
）

と
も
い
う
。
と
す
れ
ば
、
「
理
と
は
、
人
の
立
つ
所
な
り
」
と
い
う
文
は
、
「
理
」
は
人
間
の
意
志
と
関
わ
り
な
い
客
観
的
な
存
在
で

あ
る
か
ら
、
人
間
の
智
慧
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
も
の
だ
、
と
理
解
し
た
ほ
う
が
よ
か
ろ
う
。

　
以

上
の
と
こ
ろ
か
ら
、
「
理
」
は
、
事
物
の
具
体
的
な
存
在
様
態
の
原
因
で
あ
っ
て
、
人
間
の
意
志
と
関
わ
り
な
く
客
観
的
に
存

在
し
、
人
間
の
「
霊
明
」
（
神
）
の
作
用
に
よ
っ
て
脳
が
よ
く
働
く
こ
と
か
ら
生
じ
た
知
慧
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
言

語
に

よ
っ
て
伝
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
康
有
為
の
考
え
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
こ
の
「
理
」
と
「
気
」
と
ど
の
よ

う
に
関
係
し
て
い
る
の
か
。
「
理
」
は
「
気
」
の
後
に
出
て
く
る
と
は
、
具
体
的
に
如
何
な
る
意
味
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
朱
子
謂
理
在
気
之
先
、
其
説
非
。
（
『
万
木
草
堂
口
説
』
六
五
頁
）

と
、
彼
は
朱
子
の
「
理
先
気
後
」
論
を
斥
け
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
朱
子
の
「
理
先
気
後
」
説
に
対
し
て
「
気
先
理
後
」
と
い
う

立
場

を
取
っ
て
い
る
、
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
朱
子
の
「
理
先
気
後
」
説
は
非
常
に
複
雑
で
あ
る
が
、
山
井
湧
氏
の
見
解
に

よ
れ
ば
、
「
こ
の
『
先
後
』
の
意
味
は
、
『
先
に
理
が
存
在
し
て
い
て
後
か
ら
気
が
生
じ
た
』
と
い
う
よ
う
な
簡
単
な
も
の
で
は
な
く
、

万
物
は

物
質
の

根
源
た
る
気
に
よ
っ
て
生
ず
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
の
気
が
す
で
に
存
在
原
理
・
統
制
原
理
と
し
て
の
理
の
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
0
｝

定

を
受
け
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
『
理
先
気
後
』
の
表
現
が
な
さ
れ
た
と
理
解
し
て
よ
い
と
思
う
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

な

ら
ば
康
有
為
が
、
「
気
」
が
先
で
「
理
」
が
後
、
と
い
う
逆
の
説
を
取
っ
て
い
る
の
は
ど
う
い
う
意
味
を
も
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
凡
物
皆
始
於
気
、
有
気
然
後
有
理
。
生
人
生
物
者
気
也
、
所
以
能
生
人
生
物
者
理
也
。
（
『
万
木
草
堂
口
説
』
六
五
頁
）
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前
章
の
考
察
を
推
せ
ば
、
こ
の
文
は
、
「
気
」
が
そ
の
内
在
す
る
「
冷
気
」
（
陰
）
と
「
熱
気
」
（
陽
）
の
相
互
運
動
に
よ
っ
て
様
々

な
形
と
性
質
を
持
つ
物
を
作
り
出
す
の
が
、
「
人
を
生
じ
物
を
生
ず
る
者
は
気
な
り
」
で
あ
っ
て
、
そ
の
様
々
な
形
と
性
質
を
生
み

出
し
た
の
は
「
冷
気
」
と
「
熱
気
」
の
そ
の
時
そ
の
時
の
運
動
様
式
で
決
ま
る
の
が
、
「
能
く
人
を
生
じ
物
を
生
ず
る
所
以
の
者
は

理

な
り
」
で
あ
る
、
と
解
釈
で
き
る
。
つ
ま
り
、
例
え
て
い
う
な
ら
ば
、
「
冷
気
」
と
「
熱
気
」
が
A
の
様
式
で
運
動
す
る
と
、
a

と
い
う
物
質
を
生
み
、
「
冷
気
」
と
「
熱
気
」
が
B
の
様
式
で
運
動
す
る
と
、
b
と
い
う
物
質
を
生
む
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ

か

ら
、
康
有
為
の
い
う
「
理
」
は
「
冷
気
」
と
「
熱
気
」
の
運
動
様
式
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

　

「
気
」
よ
り
構
成
さ
れ
た
物
体
は
「
気
」
の
そ
の
性
質
を
受
け
継
い
で
い
る
の
で
、
そ
の
物
体
の
内
在
す
る
「
対
待
」
し
て
い
る

も
の
の
運
動
方
式
は
そ
の
物
体
の
「
理
」
で
あ
っ
て
、
そ
の
「
理
」
は
こ
の
物
体
の
形
と
性
質
を
決
め
る
、
と
見
て
も
よ
か
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
「
理
」
は
事
物
の
因
果
関
係
の
法
則
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
事
物
の
因
果
関
係
の
法
則
は
事
物
の
存
在
を
前
提
と

す

る
の
で
、
康
有
為
が
「
未
だ
気
を
受
け
ざ
る
以
前
、
何
ぞ
謂
う
所
の
性
理
あ
ら
ん
」
（
『
康
子
内
外
篇
』
二
三
頁
）
と
い
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
1
1
）

よ
う
に
、
「
気
」
が
「
理
」
よ
り
先
に
存
在
す
る
と
主
張
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

　
康
有
為
は
「
気
先
理
後
」
説
を
唱
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
哲
学
の
概
念
と
し
て
の
「
理
」
を
客
観
的
な
自
然
法
則
と
規
定
し

た
。
つ
ま
り
、
朱
子
の
「
理
」
に
は
存
在
原
理
と
当
為
理
性
の
両
面
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
康
有
為
は
そ
の
原
理
の
部
分
だ
け
を
取

り
出
し
、
客
観
的
な
自
然
法
則
を
も
っ
て
そ
の
内
容
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
康
有
為
に
お
い
て
は
、
「
理
」
1
1
客
観
的

な
自
然
原
理
・
法
則
、
と
見
て
よ
い
の
で
あ
る
。

　

「
窮

理
」
は
中
国
哲
学
に
お
い
て
は
、
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
、
康
有
為
に
お
い
て
、
そ
の
物
体
の
形
と
性
質
の
決

め

手
で
あ
る
「
理
」
を
究
明
す
る
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
。
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万
事
万
理
皆
頼
於
明
。
未
能
知
、
不
能
行
。
未
能
明
善
、
何
以
固
執
。
無
燭
而
行
、
勢
必
顛
願
。
（
『
孟
子
微
』
一
三
九
頁
）

　
　
学
也
者
、
窮
物
理
之
所
以
然
、
裁
成
輔
相
、
人
理
之
当
然
而
已
。
（
『
康
子
内
外
篇
』
八
頁
）

「
理
」
の
解
明
は
具
体
的
な
問
題
を
解
決
す
る
二
裁
成
輔
相
」
）
こ
と
に
つ
な
が
る
。
な
ぜ
「
理
」
の
究
明
は
具
体
的
な
問
題
を
解

決
す

る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
か
。
そ
れ
は
「
理
」
つ
ま
り
事
物
の
内
部
の
「
対
待
」
し
て
い
る
も
の
の
運
動
方
式
が
そ
の
事
物
の
性

質
を
決
め
る
か
ら
で
あ
る
。
「
理
」
が
分
か
れ
ば
事
物
の
性
質
も
分
か
る
こ
と
と
な
る
。
事
物
の
性
質
が
分
か
れ
ば
そ
の
事
物
の
性

質

を
利
用
し
て
具
体
的
な
問
題
の
解
決
に
使
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

　
　
蓋
天

毎
生
一
物
、
賦
之
以
形
色
識
性
、
皆
各
有
度
量
分
界
、
一
定
之
則
是
謂
天
則
。
凡
有
気
之
水
土
、
有
生
之
草
木
、
有
知
之

　
　
禽
獣
、
皆
然
。
窮
物
理
学
者
、
不
過
考
其
天
則
而
已
。
剛
柔
飛
潜
、
各
如
其
則
而
適
其
性
、
則
能
用
之
。
若
附
子
性
熱
、
大
黄

　
　
性
涼
、
因
其
則
、
可
以
為
医
。
（
『
孟
子
微
』
二
九
頁
）

と
い
う
文
か
ら
伺
え
る
。
こ
の
よ
う
な
「
理
」
を
探
求
す
る
学
問
は
人
間
社
会
に
と
っ
て
価
値
の
あ
る
も
の
と
さ
れ
、

　
　
謂
言
論
合
理
、
謀
慮
必
得
也
。
（
『
論
語
注
』
二
八
二
頁
）

　
　
学

問
則
発
人
道
之
中
、
順
天
理
之
正
、
庶
幾
道
中
庸
　
。
然
天
人
進
化
、
無
有
窮
尽
、
不
可
守
旧
以
自
安
。
凡
已
過
之
故
跡
、

　
　
可
温
尋
考
験
、
以
証
其
得
失
。
凡
未
著
之
新
理
、
可
深
思
力
索
、
以
知
其
変
通
。
（
『
中
庸
注
』
二
二
〇
頁
）

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
「
天
」
（
広
く
い
え
ば
、
「
自
然
界
」
）
と
人
間
が
共
に
「
進
化
」
す
る
の
で
、
「
理
」
も
絶
え
ず
変
化
す
る
、

と
い
う
意
味
で
、
既
知
の
「
理
」
に
固
執
せ
ず
、
絶
え
ず
未
知
の
新
し
い
「
理
」
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
「
理
」
の
解

明
は

人

間
の
行
動
の
た
め
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
、

　
　
夫
能
知
所
以
然
之
理
者
、
創
制
立
法
之
人
也
。
終
身
由
之
而
不
知
者
、
奉
行
習
慣
之
衆
也
。
（
『
孟
子
微
』
一
五
二
頁
）
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つ

ま
り
、
社
会
制
度
の
確
立
が
「
理
」
に
基
づ
く
べ
き
だ
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
康
有
為
は
よ
く
「
聖
人
」
が
「
制
を
創
り
法
を

立

て
」
る
人
で
あ
る
と
い
う
。

　
　
蓋
聖

人
亦
人
耳
、
我
亦
人
也
。
耳
目
手
足
形
体
皆
同
、
聡
明
才
知
亦
同
。
嗜
好
既
同
、
倫
理
亦
同
。
故
聖
人
立
政
創
教
、
皆
本

　
　
諸
身
、
不
為
人
不
能
行
之
道
、
而
人
人
能
従
之
。
（
『
孟
子
微
』
五
〇
頁
）

　
　
聖
之

品
位
、
孟
子
以
為
在
神
之
下
。
蓋
神
人
惟
孔
子
、
自
余
学
之
至
者
、
則
証
聖
也
。
（
『
中
庸
注
』
一
九
五
頁
）

　
　
孔
子
之

道
、
造
端
乎
男
女
飲
食
、
故
夫
婦
得
知
之
能
之
。
若
窮
其
極
也
、
以
元
統
天
、
以
陰
陽
化
万
物
、
生
化
之
理
、
三
世
之

　
　
変
、
前
知
之
微
、
則
為
制
作
之
神
人
知
之
能
之
、
而
聖
人
亦
有
不
知
不
能
焉
。
（
『
中
庸
注
』
一
九
六
頁
）

「
聖

人
」
は
、
普
通
の
人
間
で
あ
っ
て
、
知
ら
な
い
こ
と
も
出
来
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、
学
問
が
よ
く
で
き
る
人
の
こ
と
を
い
う
の

で

あ
る
。
こ
の
「
聖
人
」
よ
り
ラ
ン
ク
の
高
い
と
こ
ろ
に
「
神
人
」
が
置
か
れ
て
い
る
。
孔
子
は
「
神
人
」
で
あ
る
が
、
「
聖
人
」

で

も
あ
る
。
康
有
為
は
孔
子
だ
け
を
「
神
人
」
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
神
入
」
で
あ
る
孔
子
の
教
え
を
「
孔
子
教
」
と
し
て
提

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
1
2
↓

唱

し
、
「
宗
教
」
た
る
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
に
対
抗
し
よ
う
と
し
、
孔
子
を
仏
教
の
釈
迦
と
キ
リ
ス
ト
教
の
イ
エ
ス
と
並
べ
、
「
教
主
」

と
し
て
祭
る
べ
き
だ
、
と
い
う
考
え
方
か
ら
来
る
彼
の
独
想
で
あ
ろ
う
が
、
「
聖
人
」
で
あ
れ
「
神
人
」
で
あ
れ
「
理
」
に
基
づ
い

て
社
会

制
度
や
法
律
を
立
つ
べ
き
だ
と
い
う
考
え
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　
以
上

の
検
討

を
総
じ
て
い
う
と
、
「
理
」
は
、
「
気
」
の
内
包
す
る
「
対
待
」
し
て
い
る
も
の
の
運
動
法
式
で
あ
っ
て
、
広
く
い
え

ば
事

物
の
内
包
す
る
「
対
待
」
し
て
い
る
も
の
の
運
動
方
式
で
あ
り
、
事
物
の
客
観
的
な
自
然
法
則
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
「
理
」

は

人
間
の
「
霊
明
」
（
神
）
が
頭
脳
に
働
き
か
け
て
生
じ
た
智
慧
に
よ
っ
て
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
し
て
言
語
に
よ
っ
て
伝
達

す

る
こ
と
が
で
き
る
。
人
間
社
会
の
制
度
や
法
律
は
こ
の
「
理
」
に
基
づ
い
て
確
立
す
べ
き
で
あ
る
、
と
康
有
為
は
考
え
て
い
る
こ
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〔
1
3
｝

と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
「
理
」
は
「
気
」
の
運
動
方
式
で
あ
る
の
で
、
「
気
」
の
物
質
的
な
性
質
を
破
壊
は
し
な
い
、
つ
ま
り
、
「
気
」

が
物
質

的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
は
不
変
で
あ
る
。
「
理
」
を
究
明
す
る
こ
と
は
事
物
の
「
性
」
を
把
握
す
る
た
め
で
あ
る
。
次
章
に

お
い

て
康
有
為
の
い
う
「
性
」
を
検
討
す
る
。

　
　
　
三
、
「
性
」
と
「
気
」
と
「
神
」

　
中
国
哲
学
に
お
い
て
は
、
「
性
」
と
は
実
質
上
人
間
の
「
性
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
↓
般
的
に
い
う
と
、
孟
子
の
「
性
善
」
説
と

萄
子
の
「
性
悪
」
説
及
び
告
子
の
「
無
善
無
悪
し
説
の
三
種
が
代
表
的
な
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
康
有
為
は
基
本
的
に
告
子
の

「
性
」
説
を
受
け
入
れ
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
康
有
為
の
「
性
」
は
、
彼
の
い
う
「
理
」
と
同
様
、
「
気
」
を
受
け
て
物
体
と
な

っ

て
は

じ
め
て
存
在
す
る
。
と
い
う
こ
と
は
前
章
で
触
れ
た
が
、
人
間
の
形
成
に
つ
い
て
康
有
為
は
こ
う
考
え
て
い
る
。

　
　
人

各
分
天
地
原
質
以
為
人
。
（
『
実
理
公
法
全
書
』
三
六
頁
）

　
　
原
質
是
天
地
所
有
、
非
父
母
之
所
生
、
父
母
但
能
取
天
地
之
原
質
以
造
成
子
女
而
已
。
（
『
実
理
公
法
全
書
』
四
〇
頁
）

基
本
的
に
は
「
気
」
で
で
き
て
い
る
が
、
具
体
的
に
は
、

　
　
蓋
魂
霊
精
気
与
醜
質
形
体
合
会
、
而
後
成
人
。
（
『
礼
運
注
』
二
五
二
頁
）

　
　
蓋
性
命
、
知
覚
之
生
本
於
天
地
、
人
類
形
体
之
模
本
於
祖
父
也
。
若
但
生
於
天
、
則
不
定
其
必
為
人
類
形
体
也
。
若
但
生
於
祖

　
　
父
、
則
無
以
有
此
性
命
、
知
覚
也
。
（
『
春
秋
董
氏
学
』
八
〇
一
頁
）

　
　
蓋
人
生
之
魂
気
、
祖
父
伝
之
形
類
。
如
但
天
生
、
則
有
魂
気
未
必
為
人
身
、
如
但
祖
伝
、
則
為
人
身
而
未
必
有
性
。
（
『
中
庸
注
』
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二
〇
七
頁
）

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
「
性
命
」
・
「
知
覚
」
・
「
魂
気
」
・
「
魂
霊
」
・
「
精
気
」
と
「
形
体
」
・
「
醜
質
」
を
合
わ
せ
た
も
の
と
し
て
い

る
。
そ
の
「
形
体
」
・
「
醜
質
」
は
遺
伝
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
性
命
」
・
「
知
覚
」
・
「
魂
気
」
・
「
魂
霊
」
・
「
精
気
」
・
「
性
」
は
直

接
「
天
」
か
ら
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
「
形
体
」
・
「
醜
質
」
と
は
、

　
　
五
官
百

骸
、
肌
膚
血
液
、
身
之
体
也
。
醜
者
、
脳
気
之
白
団
、
及
腰
之
白
筋
如
塊
者
、
周
身
之
脳
気
筋
、
専
司
運
動
、
微
有
知

　
　
覚
、
強
属
不
化
者
。
（
『
礼
運
注
』
二
四
六
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
人
間
の
形
や
肉
質
や
感
覚
器
官
や
神
経
系
統
の
こ
と
で
あ
る
。
で
は
、
「
性
命
」
・
「
知
覚
」
・
「
魂
気
」
・
「
魂
霊
」
・

「
精

気
」
・
「
性
」
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
先
ず
次
の
一
文
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
知
気

者
、
霊
魂
也
、
略
同
電
気
、
物
皆
有
之
、
而
団
聚
尤
霊
而
有
知
、
亦
日
性
。
養
之
久
者
、
団
聚
不
散
。
尤
為
霊
明
者
、
則

　
　
為
精

気
、
為
神
明
、
亦
日
明
徳
、
其
義
一
也
。
蓋
人
之
死
者
、
体
醜
而
已
、
若
魂
気
有
知
、
浮
游
在
上
、
固
未
嘗
死
也
。
（
『
礼

　
　
運
注
』
二
四
六
頁
）

こ
の
文
は
極
め
て
難
解
で
あ
る
が
、
私
は
こ
う
理
解
す
べ
き
だ
と
思
う
。

　
す
な

わ

ち
、
『
礼
記
』
の
こ
の
「
知
気
」
は
仏
教
や
キ
リ
ス
ト
教
の
い
う
「
霊
魂
」
で
あ
っ
て
、
「
電
気
」
の
よ
う
に
吸
引
伝
達
す

る
こ
と
が
で
き
、
あ
ら
ゆ
る
物
体
に
存
在
し
、
聚
ま
る
と
霊
的
な
も
の
と
な
り
知
を
持
つ
。
ま
た
孟
子
の
い
う
「
性
」
と
『
中
庸
』

に

あ
る
天
命
と
し
て
の
「
性
」
で
も
あ
る
。
養
え
ば
、
凝
固
し
て
散
ら
ば
ら
な
い
。
も
っ
と
優
れ
た
「
霊
明
」
た
る
も
の
は
「
精
気
」

と
い
い
、
「
神
明
」
と
い
い
、
ま
た
『
中
庸
』
に
あ
る
「
明
徳
」
と
も
い
う
。
大
体
人
間
の
死
は
「
体
醜
」
だ
け
で
滅
す
る
の
で
、
「
魂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
1
4
）

気
」
な
ら
知
が
あ
っ
て
、
上
（
天
）
に
浮
遊
し
て
、
も
と
も
と
死
ぬ
こ
と
が
な
い
。
康
有
為
の
用
い
た
「
性
命
」
・
「
知
覚
」
・
「
魂
気
」
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・
「
魂
霊
」
・
「
精
気
」
・
「
性
」
・
「
明
徳
」
・
「
徳
性
」
・
「
霊
明
」
・
「
神
明
」
・
「
知
気
」
な
ど
の
概
念
は
す
べ
て
古
典
に
あ
る
語
で
あ
っ
て
、

第
一
章
で
既
に
引
用
し
た
「
神
と
は
知
有
る
の
電
な
り
、
光
電
は
能
く
伝
わ
ざ
る
所
無
く
、
神
気
は
能
く
感
じ
ざ
る
所
無
し
。
…
。

そ
れ
神

と
は
、
知
気
な
り
、
魂
知
な
り
、
清
爽
な
り
、
霊
明
な
り
、
明
徳
な
り
。
数
者
は
名
を
異
に
し
て
実
を
同
じ
く
す
」
と
い
う

文
を
見
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
語
を
皆
「
神
」
と
解
釈
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
よ
っ
て
、
「
知
気
」
、
「
魂
気
」
、
「
精
気
」
は
「
気
」
で
は

な

く
、
「
神
」
で
あ
る
。
ま
た
、
『
中
庸
』
に
あ
る
「
故
君
子
尊
徳
性
而
道
問
学
、
…
」
の
「
尊
徳
性
」
に
、

　
　
性
有
質
性
、
有
徳
性
。
徳
性
者
、
天
生
我
明
徳
之
性
、
附
気
質
之
中
、
而
昭
霊
不
昧
者
也
。
粗
者
為
知
気
、
精
者
為
神
明
。
古

　
　
称

明
徳
、
後
世
称
為
義
理
之
性
。
或
言
霊
魂
、
或
言
性
識
、
諸
説
之
名
不
同
、
其
発
明
此
実
則
一
也
。
尊
者
以
奉
持
徳
性
為
主

　
　
也
。
（
『
中
庸
注
』
「
二
九
～
二
二
〇
頁
）

と
注
し
、
宋
学
の
い
う
「
理
」
、
仏
教
の
い
う
「
性
識
」
も
「
神
」
と
解
釈
し
、
人
間
に
あ
る
「
質
性
」
と
「
徳
性
」
の
中
の
「
徳

性
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
「
質
性
」
と
「
徳
性
」
は
つ
ま
り
康
有
為
の
い
う
「
性
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
検
討
は
後
に
譲
る
。

　

以
上

の

こ
と
か
ら
、
康
有
為
は
、
人
間
は
「
神
」
と
「
形
体
」
・
「
醜
質
」
の
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
「
神
」
は
、
人
間
が
「
天
」

か

ら
直
接
受
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
人
間
の
肉
体
が
滅
び
た
後
も
存
在
し
続
け
る
、
と
考
え
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
「
知
気
」
、
「
霊

魂
」
、
「
性
」
、
「
霊
明
」
、
「
神
明
」
、
「
明
徳
」
な
ど
の
用
語
を
も
っ
て
人
間
が
「
神
」
を
養
う
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
或
い
は
「
神
」
の
様
々

な

働
き

を
表
現
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
で

は
、
人
間
の
肉
体
が
消
滅
し
た
後
、
そ
の
「
神
」
は
ど
の
よ
う
に
存
在
す
る
の
か
。

　
　
人

取
原
質
以
為
人
、
則
死
後
錐
霊
魂
或
未
駿
散
、
然
質
体
則
復
帰
原
質
。
（
『
実
理
公
法
全
書
』
五
五
頁
）

　
　
人

於
死
後
、
其
魂
有
自
能
投
生
者
、
有
不
能
自
主
、
然
亦
団
聚
而
投
生
者
、
有
半
散
半
聚
而
投
生
者
、
有
散
而
投
生
者
、
故
父
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母
死
後
、
其
魂
亦
能
為
其
子
之
子
孫
。
（
『
実
理
公
法
全
書
』
四
一
頁
）

　
　
人
死
為
鬼
、
復
生
為
人
、
皆
輪
廻
為
之
。
（
「
『
論
語
注
』
一
六
三
頁
）

の

よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。
人
間
が
滅
ん
だ
後
、
そ
の
体
質
の
部
分
は
「
気
」
に
戻
り
、
そ
の
「
霊
魂
」
の
部
分
は
「
投
生
」
す
る

の

で

あ
る
。
こ
こ
で
「
鬼
」
と
い
う
語
が
出
て
い
る
が
、
こ
の
「
鬼
」
が
「
気
」
に
当
た
る
か
、
そ
れ
と
も
「
神
」
に
当
た
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
康
有
為
の
「
鬼
」
の
考
え
を
見
て
み
よ
う
。

　
　
吾

嘗
見
狂
人
　
、
母
妻
飯
之
而
不
識
、
而
噛
其
指
、
此
有
体
醜
而
無
魂
霊
、
而
不
得
為
人
。
吾
嘗
接
霊
鬼
実
、
能
詩
文
、
識
人

　
　
事
、
而
無
質
不
立
、
此
有
霊
魂
而
無
体
醜
、
不
得
為
人
、
故
必
鬼
神
会
而
後
為
人
。
故
鬼
神
皆
輪
廻
為
人
、
明
哲
之
人
亦
皆
来

　
　
自
鬼
神
。
（
『
礼
運
注
』
二
五
二
頁
）

　
　
鬼
従

人
従
脳
、
魂
気
上
升
之
形
、
神
従
列
星
上
示
、
電
気
屈
伸
之
義
。
蓋
在
人
物
形
声
之
外
、
窃
冥
空
虚
之
中
、
而
能
発
揚
昭

　
　

明
、
煮
蕎
棲
愴
者
、
百
物
之
精
也
、
神
之
著
也
。
記
日
「
知
気
在
上
、
魂
気
無
不
之
」
鬼
也
、
「
是
有
精
爽
至
於
神
明
｝
神
也
、

　
　
「
游
魂
為
変
」
鬼
也
、
「
精
気
為
物
」
神
也
。
総
而
言
之
、
凡
両
間
霊
気
昭
明
充
塞
、
難
在
人
道
之
外
、
而
体
乎
物
気
之
中
。
（
『
中

　
　
庸
注
』
二
〇
一
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
「
鬼
」
は
「
神
」
と
異
な
る
の
で
、
「
気
」
と
関
わ
っ
て
い
な
い
。
「
鬼
」
と
「
神
」
は
一
つ
の
も
の
の
違
う
状
態

に
あ
る
時
の
名
称
の
違
い
に
過
ぎ
な
い
、
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、

　
　
鬼
神
、
魂
醜
、
精
霊
、
一
也
。
（
『
万
木
草
堂
口
説
』
　
一
四
九
頁
）

　
　
凡
祭
祀
鬼
神
、
皆
是
霊
魂
之
礼
、
若
無
知
気
、
則
祭
礼
可
廃
也
。
（
『
礼
運
注
』
二
四
七
頁
）

　
　
人
神
日
鬼
。
（
「
『
論
語
注
』
二
九
頁
）
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と
あ
る
よ
う
に
、
「
神
」
ー
「
鬼
」
i
「
霊
魂
」
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
の
「
魂
醜
」
は
康
有
為
の
い
う
「
魂
」
と
「
塊
」
の
意
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
1
5
一

で
は

な
く
、
｝
つ
の
固
有
名
詞
で
あ
っ
て
「
神
」
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
、
先
祖
の
「
霊
魂
」
を
祭
る
礼
を
「
鬼
神
」
を
祭
る
礼

と
同
一
の
も
の
と
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
「
鬼
神
」
の
祭
り
を
先
祖
の
「
霊
魂
」
の
祭
り
に
限
定
し
よ
う
と
す
る
康
有
為
の
考
え
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
1
6
｝

伺
え

る
。
康
有
為
は
「
鬼
」
と
「
神
」
の
輪
廻
を
用
い
て
、

　
　
佛

氏
専
言
鬼
、
耶
氏
専
言
神
、
孔
子
兼
∋
口
鬼
神
、
而
盛
称
其
徳
。
惟
程
朱
以
為
天
地
之
功
用
、
張
子
以
為
二
気
之
良
能
、
由
於

　
　
院

謄
「
無
鬼
論
」
来
、
於
是
鬼
神
道
息
、
非
孔
子
神
道
設
教
意
也
。
太
古
多
鬼
、
中
古
少
神
、
人
愈
智
、
即
鬼
神
愈
少
、
固
由

　
　
造
化
、
然
其
実
終
不
可
滅
也
。
（
『
中
庸
注
』
二
〇
一
～
二
〇
二
頁
）

と
、
宋
学
が
「
鬼
神
」
を
「
気
」
と
解
釈
す
る
こ
と
を
批
判
し
、
そ
の
「
鬼
神
」
を
再
解
釈
し
て
、
仏
教
の
「
鬼
」
と
キ
リ
ス
ト
教

の

「
神
」
に
当
て
て
、
真
の
孔
子
の
教
え
と
し
て
の
「
孔
子
教
」
を
唱
え
、
「
宗
教
」
と
同
じ
位
置
を
与
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
康
有
為
の
い
う
「
鬼
神
」
は
物
質
的
な
性
質
を
持
つ
「
気
」
と
対
照
的
に
非
物
質
的
な
も
の
だ
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　
康

有
為
が
、
人
間
の
「
性
」
に
「
質
性
」
と
「
徳
性
」
が
含
ま
れ
、
「
神
」
は
「
徳
性
」
に
属
す
る
と
考
え
て
い
る
、
と
い
う
こ

と
は
既
に
触
れ
た
が
、
そ
の
「
徳
性
」
と
し
て
の
「
神
」
は
人
間
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
働
き
を
す
る
の
か
。

　
　
心
者
、
人
体
之
精
霊
、
凡
知
覚
運
動
、
存
記
構
造
、
抽
繹
弁
決
、
感
情
理
義
、
皆
是
也
、
包
大
脳
小
脳
而
言
。
性
者
、
天
賦
之

　
　
知
気
神
明
、
合
於
人
身
而
不
繋
於
死
生
者
。
以
天
之
精
気
、
附
人
之
心
体
、
以
魂
合
醜
、
合
成
人
霊
。
故
能
尽
其
心
感
覚
運
動
、

　
　
存
記
構
造
、
抽
繹
弁
決
之
才
、
則
能
知
人
性
神
明
精
爽
魂
霊
之
妙
、
而
可
推
知
乾
道
変
化
之
神
　
。
入
為
天
生
、
性
為
天
命
、

　
　
収
摂
保
任
其
心
、
無
使
為
物
誘
所
化
、
則
退
蔵
於
密
、
清
明
在
躬
、
培
養
拡
充
其
性
、
無
使
為
習
俗
所
薫
、
則
光
明
剛
大
、
参

　
　
賛
化
育
実
。
（
『
孟
子
微
』
四
三
頁
）
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「
神
」
は
思
惟
、
記
憶
、
判
断
と
い
っ
た
人
間
の
固
有
の
機
能
を
発
揮
し
尽
く
す
、
つ
ま
り
最
大
限
度
に
働
か
す
と
い
う
作
用
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
康
有
為
は
、
大
脳
小
脳
の
作
用
に
つ
い
て
気
付
い
て
い
る
が
、
な
お
「
心
」
を
た
だ
血
液
を
循
環
さ
せ
る
器
官

と
は
見
て
い
な
い
。
ま
た
、
人
間
の
知
慧
は
「
神
」
が
脳
に
働
き
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
に
中
国
固
有
の
思
想
に
従
っ
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
注
の
（
1
4
）
に
あ
る
「
亦
日
明
徳
」
の
語
の
説
明
に
用
い
た

引
用
文
を
見
る
と
、
「
神
」
は
人
間
に
道
徳
を
好
ま
せ
る
と
い
う
働
き
も
す
る
。
だ
か
ら
、
康
有
為
の
い
う
「
徳
性
」
は
「
神
」
の

作

用
に
よ
る
思
惟
や
記
憶
や
判
断
と
道
徳
を
好
む
と
い
っ
た
性
質
を
指
す
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
行
論
の
便
宜
上
、
私
は
こ
の
性

質
を
「
理
性
」
と
称
す
る
。

　
つ
づ

け
て
康
有
為
の
い
う
「
質
性
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
を
見
て
み
よ
う
。

　
　
孝

経
緯
「
性
者
、
生
之
質
也
」
、
兼
魂
醜
而
言
之
。
受
於
天
生
、
而
不
関
於
治
教
者
。
物
皆
有
性
、
各
従
其
類
。
若
人
之
与
人
、

　
　
同
此
形
体
、
即
同
此
覚
識
。
内
之
同
、
有
側
隠
、
差
悪
、
是
非
之
心
、
外
之
同
、
有
食
味
、
被
色
、
別
声
之
欲
。
所
受
之
天
気

　
　
地
勢
、
所
伝
之
父
精
母
血
各
有
不
同
、
万
難
合
一
、
而
大
体
相
近
。
故
可
本
身
作
則
、
推
以
及
物
、
以
為
治
化
、
若
不
相
近
、

　
　
則
仁
恕
忠
信
篤
敬
亦
不
能
推
　
。
（
『
論
語
注
』
二
五
八
頁
）

　
　
人

稟
陰
陽
之
気
而
生
也
。
能
食
味
、
別
声
、
被
色
、
質
為
之
也
。
（
『
康
子
内
外
篇
』
九
頁
）

人
間
に
お
い
て
は
、
「
側
隠
」
、
「
差
悪
」
、
「
是
非
」
と
い
っ
た
内
面
的
に
共
通
の
属
性
つ
ま
り
「
理
性
」
の
部
分
と
「
食
味
」
、
「
別

声
」
、
「
被
色
」
と
い
っ
た
外
面
的
に
共
通
な
属
性
の
部
分
が
あ
る
。
「
質
性
」
は
そ
の
外
面
的
に
共
通
な
属
性
の
部
分
を
指
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
性
質
は
理
性
と
対
照
的
で
あ
り
、
故
に
「
欲
望
」
と
称
し
て
よ
い
。
こ
の
「
理
性
」
と
「
欲
望
」
は
共
に
生

命
の
実
質

で

あ
っ
て
、
「
治
教
」
に
関
係
の
な
い
も
の
、
つ
ま
り
人
間
の
生
ま
れ
つ
き
の
属
性
だ
、
と
康
有
為
は
考
え
て
い
る
。
こ
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の

よ
う
な
考
え
方
は
宋
学
の
「
性
」
を
「
義
理
之
性
」
と
「
気
質
之
性
」
と
に
分
け
て
い
る
の
と
違
わ
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
康
有
為
は
そ
の
宋
学
の
「
性
」
を
「
義
理
之
性
」
と
「
気
質
之
性
」
と
に
分
け
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ

る
。　

　
程
子
、
張
子
、
朱
子
、
分
性
為
二
、
有
気
質
、
有
義
理
、
研
弁
較
精
。
侃
分
為
二
者
、
蓋
附
会
孟
子
。
実
則
性
全
是
気
質
、
所

　
　
謂
義
理
、
自
気
質
出
、
不
得
強
分
也
。
（
『
長
興
学
記
』
三
頁
）

　
　
程
子
日
「
論
性
不
言
気
不
備
」
。
夫
性
者
、
気
質
所
発
、
猶
一
子
也
。
但
干
気
質
中
別
名
之
耳
、
安
所
謂
不
備
哉
。
讐
如
附
子

　
　
性
熱
、
大
黄
性
涼
、
気
質
之
為
之
也
。
（
『
康
子
内
外
篇
』
十
頁
）

　
　
人

必
有
性
、
『
中
庸
』
所
謂
天
命
之
謂
性
、
朱
子
解
性
為
理
、
非
也
。
『
筍
子
』
『
荘
子
』
『
孝
経
緯
』
『
礼
緯
』
『
董
子
繁
露
』
皆

　
　
以
性
為
生
之

質
。
蓋
性
有
徳
性
、
有
気
質
之
性
之
分
、
董
子
謂
性
有
陰
陽
、
陽
者
徳
性
也
、
陰
者
気
質
之
性
也
。
二
性
皆
天
之

　
　
与
人
不
可
少
者
。
若
朱
子
之
説
、
則
有
陽
而
無
陰
、
偏
而
不
挙
、
不
能
該
人
之
性
、
即
不
能
尽
人
之
道
也
。
徳
性
具
有
仁
義
礼

　
　
智
信
之
徳
、
質
性
有
視
聴
言
動
之
能
、
率
性
而
行
、
能
視
能
聴
。
（
「
陳
西
第
二
次
講
演
」
一
〇
九
九
～
一
一
〇
〇
頁
）

要
す

る
に
、
宋
学
は
「
性
」
‖
「
理
」
と
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、
康
有
為
は
そ
の
宋
学
の
「
理
」
を
「
神
」
と
解
釈
し
た
た
め
、
「
性
」

1
1
「
理
」
と
い
う
図
式
か
ら
見
る
と
、
そ
の
宋
学
の
い
う
「
性
」
に
は
「
神
」
つ
ま
り
理
性
の
部
分
し
か
含
ま
れ
て
な
い
こ
と
と
な

る
。
と
い
う
意
味
で
朱
子
の
「
性
即
理
」
に
対
し
て
「
陽
有
り
て
陰
無
し
」
と
批
判
し
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
批

判
の
仕
方
が
妥
当
で
あ
る
か
ど
う
か
は
兎
も
角
と
し
て
、
康
有
為
が
人
間
の
欲
望
を
正
当
化
し
よ
う
と
い
う
考
え
を
読
み
取
る
こ
と

が

で

き
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
宋
学
の
「
存
天
理
、
滅
人
欲
」
と
い
う
考
え
方
へ
の
反
動
で
あ
る
、
と
も
考
え
ら
れ
な
く
も
な

か
ろ
う
。
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康
有
為
に

お

い

て
、
「
気
質
」
と
「
性
」
と
ど
う
関
係
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
彼
の
い
う
「
変
化
気
質
」
は
如
何
な
る
意
味
で

あ
ろ
う
か
。

　
　
気
質
或
本
干
先
天
、
或
根
干
父
母
、
或
感
干
地
気
、
或
成
干
習
俗
。
（
『
論
語
注
』
七
二
頁
）

と
、
彼
は
人
間
の
「
気
質
」
の
形
成
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
先
天
的
な
も
の
（
「
気
」
及
び
祖
先
か
ら
の
遺
伝
）
と
後

天
的
な

も
の
（
地
理
的
な
環
境
及
び
習
慣
風
俗
）
に
よ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
固
有
属
性
（
国
。
。
。
・
⑦
ロ
江
巴
言
o
眉
Φ
詳
ぺ
）
と
偶
有
属
性

（＞
8
建
8
江
巴
肩
名
Φ
耳
×
）
の
両
方
を
含
ん
で
い
う
も
の
で
あ
る
（
遺
伝
の
中
に
は
偶
有
属
性
が
含
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
人
間

の

皮

膚
の

色
が
そ
れ
で
あ
る
）
。
だ
か
ら
、
康
有
為
の
い
う
「
性
」
（
「
徳
性
」
と
「
質
性
」
）
は
固
有
属
性
の
部
分
で
あ
る
。
地
理
的

な
環
境
及
び
習
慣
風
俗
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
性
質
は
偶
有
属
性
で
あ
る
。
こ
の
偶
有
属
性
の
部
分
が
変
化
で
き
る
、
と
彼
は
考
え

て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
「
性
」
を
、

　
　
性
只
有
質
、
無
善
悪
。
（
『
万
木
草
堂
口
説
』
二
〇
〇
頁
）

と
、
康
有
為
は
い
う
。
こ
れ
は
告
子
の
「
性
」
に
従
っ
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
厳
復
も
そ
れ
と
同
様
な
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
近
代
に
お
い
て
、
告
子
の
「
性
」
説
が
復
権
さ
れ
る
、
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

　
で

は
、
康
有
為
は
「
善
悪
」
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
性
無
善
悪
。
善
悪
者
、
聖
人
所
立
也
。
（
『
万
木
草
堂
口
説
』
　
九
五
頁
）

　
　
干
其
質
宜
者
則
愛
之
、
其
質
不
宜
者
則
悪
之
。
（
『
康
子
内
外
篇
』
九
頁
）

　
　
与

人
之
神
魂
体
醜
尤
適
尤
宜
。
（
『
大
同
書
』
四
四
一
頁
）

　
　
人

身
之
宜
、
即
人
道
之
宜
也
。
筍
人
身
之
性
情
好
悪
有
異
、
衡
度
之
小
大
或
変
、
則
一
切
制
度
皆
無
所
用
。
…
、
則
一
切
制
度
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皆
当
改
変
芙
。
孔
子
之
道
、
皆
近
取
諸
身
、
故
能
合
乎
人
性
、
協
乎
人
情
、
準
乎
人
度
、
故
可
行
也
。
…
、
故
議
道
自
己
、
而

　
　
制
法
以
民
、
審
定
人
情
之
順
逆
、
多
因
風
俗
之
沿
革
、
令
人
人
可
行
、
乃
為
大
道
也
。
（
『
中
庸
注
』
二
二
五
頁
）

　
　
存
者
為
性
、
発
者
為
情
、
無
所
謂
善
悪
也
。
（
『
康
子
内
外
篇
』
十
頁
）

「
聖

人
」
が
人
の
「
性
」
二
性
」
‖
「
情
」
）
に
合
う
か
合
わ
な
い
か
に
よ
っ
て
「
善
悪
」
を
決
め
る
と
し
て
い
る
。
「
性
」
に
合
う

も
の
が
善
と
し
、
「
性
」
に
合
わ
な
い
も
の
が
悪
と
す
る
。
前
述
の
ご
と
く
、
康
有
為
の
い
う
「
聖
人
」
は
、
学
問
が
よ
く
で
き
、

多
く
の
事
物
の
「
理
」
（
法
則
）
を
知
っ
て
い
る
人
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
聖
人
」
は
、
知
っ
て
い
る
「
理
」
、
ま
た
自
ら

の

「
性
」
に
基
づ
い
て
「
善
悪
」
を
決
め
、
様
々
な
制
度
や
法
律
を
作
り
出
す
、
と
康
有
為
は
考
え
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ

の

よ
う
な
考
え
方
は
功
利
主
義
的
な
も
の
と
見
る
学
者
が
い
る
が
、
そ
の
見
解
の
当
否
に
つ
い
て
の
考
察
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
以
上

の
検
討
に

よ
っ
て
、
康
有
為
の
い
う
「
性
」
は
、
彼
の
い
う
「
気
質
」
1
1
固
有
属
性
＋
偶
有
属
性
の
固
有
属
性
を
指
す
。
人

間
に
お
い
て
は
、
「
理
性
」
と
「
欲
望
」
を
い
う
。
こ
の
よ
う
な
「
性
」
は
「
気
」
の
物
質
的
な
性
質
に
影
響
を
与
え
な
い
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
康
有
為
の
い
う
「
神
」
の
内
容
を
整
理
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

1
、
「
神
」
は
非
物
質
的
に
し
て
知
的
な
不
滅
の
存
在
で
あ
る
。

2
、
「
神
」
は
常
に
「
気
」
に
付
随
し
て
い
て
、
「
気
」
よ
り
作
ら
れ
た
あ
ら
ゆ
る
物
体
に
存
在
し
そ
の
物
体
の
性
質
と
し
て
現
れ
る
。

3
、
「
神
」
は
「
電
」
の
よ
う
に
伝
達
や
吸
引
の
効
能
を
有
す
る
。

4
、
「
神
」
は
、
人
間
に
お
い
て
は
「
霊
魂
」
の
よ
う
な
も
の
で
、
人
間
の
智
慧
を
生
じ
、
人
間
は
そ
の
「
神
」
を
養
え
ば
、
「
神
」

は

人
間
の
思
惟
や
記
憶
や
判
断
と
い
っ
た
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
と
い
う
作
用
を
す
る
。
ま
た
、
人
間
の
仁
義
礼
智
の
諸
道

徳
の
本
で
あ
る
。
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5
、
「
神
」
は
、
人
間
の
肉
体
が
滅
ん
だ
後
も
滅
び
ず
、
し
ば
ら
く
「
天
」
に
浮
遊
す
る
。
そ
の
状
態
に
あ
る
時
は
「
鬼
」
と
称
す

る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
「
鬼
」
を
「
人
神
」
と
し
て
祭
る
が
、
後
に
再
び
他
の
生
ま
れ
た
人
間
の
肉
体
に
移
っ
て
存
在
し
続
け
る
。

こ
れ
は
「
鬼
神
は
皆
輪
廻
し
て
人
と
為
る
」
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
「
神
」
が
「
気
」
の
物
質
性
に
影
響
し
な
い
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

四
、
「
仁
」
と
「
気
」
と
「
神
」

　
中
国
の
近
代
に
お
い
て
、
西
洋
の
「
以
太
」
（
国
汗
電
工
ー
テ
ル
）
と
い
う
概
念
が
導
入
さ
れ
た
が
、
中
国
哲
学
研
究
で
は
従
来
そ

れ

を
「
気
」
と
い
う
概
念
と
結
び
付
け
る
傾
向
が
あ
る
（
注
の
ー
に
挙
げ
た
李
沢
厚
の
論
文
を
参
照
）
。
康
有
為
は
「
仁
」
を
こ
の

「
以

太
」
と
結
び
付
け
た
の
で
、
彼
の
い
う
「
仁
」
と
「
気
」
と
が
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま

た
、
康
有
為
の
「
仁
」
と
い
う
概
念
は
「
電
」
と
も
解
釈
さ
れ
て
い
る
の
で
、
「
神
」
と
も
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
康
有
為

の
い

う
「
仁
」
と
い
う
概
念
の
内
容
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
数
多
い
が
、
「
気
」
及
び
「
神
」
と
の
関
係
を
考
察
し
た
も
の
は
な

お
稀
で
あ
る
。
本
章
で
は
そ
の
点
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

　
康
有
為
は
孟
子
の
「
不
忍
之
心
」
を
「
仁
」
と
解
釈
し
て
い
る
。

　
　
康
子
懐
楚

傷
懐
、
日
月
臆
歓
、
不
絶
於
心
、
何
為
感
我
如
是
哉
。
是
何
朕
歎
。
吾
自
為
身
、
彼
身
自
困
苦
、
与
我
無
関
、
而
側

　
　
側
沈
詳
、
行
憂
坐
念
、
若
是
者
何
哉
。
是
其
為
覚
耶
非
欺
。
…
。
夫
見
見
覚
覚
者
、
形
声
於
彼
、
伝
送
於
目
耳
、
衝
触
於
魂
気
。

　
　
懐
棲
愴
愴
、
襲
我
之
陽
、
冥
冥
琴
牛
、
入
我
之
陰
、
猶
猶
然
而
不
能
自
己
（
已
の
誤
り
で
あ
ろ
う
）
者
、
其
何
朕
耶
。
其
欧
人
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所
謂
以
太
耶
。
其
古
所
謂
不
忍
之
心
耶
。
其
人
人
皆
有
此
不
忍
之
心
耶
。
（
『
大
同
書
』
二
～
三
頁
）

他
人
の
困
苦
を
感
じ
て
不
安
と
な
る
の
は
「
不
忍
之
心
」
で
あ
っ
て
、
「
以
太
」
で
あ
る
。
ま
た
、

　
　
不
忍
人
之

心
、
仁
也
、
電
也
、
以
太
也
。
人
人
皆
有
之
、
故
謂
人
性
皆
善
。
…
。
人
道
之
仁
愛
、
人
道
之
文
明
、
人
道
之
進
化
、

　
　
至
於
太
平
大
同
、
皆
従
此
出
。
（
『
孟
子
微
』
九
頁
）

　
　
康
子
乃

日
、
若
無
吾
身
耶
、
吾
何
有
知
而
何
有
親
。
吾
既
有
身
、
則
与
並
身
之
所
通
気
於
天
、
通
質
於
地
、
通
息
於
人
者
、
其

　
　
能
絶
乎
、
其
不
能
絶
乎
。
其
能
絶
也
、
抽
刀
可
断
水
也
。
其
不
能
絶
也
、
則
如
気
之
塞
於
空
而
無
不
有
也
。
如
電
之
行
於
気
而

　
　
無
不
通

也
、
如
水
之
周
於
地
而
無
不
貫
也
、
如
脈
之
周
於
身
而
無
不
徹
也
。
山
絶
気
則
崩
、
身
絶
脈
則
死
、
地
絶
気
則
散
、
然

　
　
則

人
絶
其
不
忍
之
愛
質
乎
人
道
将
滅
絶
　
。
滅
絶
者
、
断
其
文
明
而
還
於
野
蛮
、
断
其
野
蛮
而
還
於
禽
獣
之
本
質
也
。
（
『
大
同

　
　
書
』
三
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
「
不
忍
之
心
」
は
誰
で
も
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
人
間
社
会
の
成
立
、
人
間
社
会
の
文
明
、
人
間
社
会
の
進

化
、
「
太
平
」
ま
た
は
「
大
同
」
の
世
へ
の
原
点
だ
、
と
彼
は
考
え
て
い
る
。
こ
こ
で
、
康
有
為
は
こ
の
「
不
忍
之
心
」
を
「
仁
」

ま
た
は
「
電
」
と
し
て
い
る
。
「
不
忍
之
心
」
を
「
仁
」
と
す
る
の
は
理
解
し
や
す
い
が
、
「
以
太
」
及
び
「
電
」
と
解
釈
す
る
の
は

如
何
な
る
意
味
で
あ
ろ
う
か
。

　

「
以

太
」
と
い
う
語
は
康
有
為
の
文
章
に
お
け
る
用
例
数
が
極
め
て
少
な
い
が
、
「
電
」
と
い
う
語
は
比
較
的
多
い
。
そ
の
「
電
」

と
い
う
語
の
用
例
を
二
、
三
取
り
出
し
て
み
よ
う
。

　
　
有
形
之
電
為
電
、
無
形
之
電
為
神
。
（
「
陳
西
第
一
次
講
演
」
一
〇
九
五
頁
）

　
　
金
類
伝
熱
、
電
気
通
遠
、
因
其
則
、
故
可
為
電
線
、
伝
声
伝
言
、
…
。
如
陽
電
陰
電
之
相
吸
也
、
非
本
有
其
電
、
則
不
能
与
他
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電
相
吸
。
（
『
孟
子
微
』
二
九
頁
～
三
〇
頁
）

と
い
う
二
つ
の
文
を
見
る
と
、
「
神
」
が
形
が
な
い
の
と
比
べ
る
と
、
「
電
」
は
形
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
「
電
」
に
は
伝
達
吸
引
と

い

う
性
質
が
あ
る
。
「
神
」
を
「
電
」
と
解
釈
し
た
の
は
「
神
」
と
い
う
概
念
に
「
電
」
の
伝
達
吸
引
と
い
っ
た
性
質
を
与
え
た
だ

け
で
あ
っ
て
、
「
神
」
を
「
電
」
と
全
く
同
様
な
概
念
と
し
て
考
え
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
「
仁
」
を
「
電
」

と
解
釈
し
た
の
は
「
電
」
の
伝
達
や
吸
引
と
い
っ
た
性
質
を
「
仁
」
の
概
念
に
与
え
た
だ
け
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
検
討
に
よ
っ
て
、
康
有
為
の
い
う
「
仁
」
は
、
感
覚
器
官
に
よ
っ
て
、
外
物
の
状
態
を
感
じ
、
そ
の
感
じ
た
も
の
が

「
理

性
」
に
衝
撃
を
与
え
、
何
と
か
し
よ
う
と
い
う
衝
動
が
起
こ
り
、
そ
の
衝
動
は
、
お
互
い
に
吸
引
す
る
と
い
う
性
質
か
ら
い
う

と
、
伝
達
し
得
る
し
、
そ
の
伝
達
は
時
間
と
空
間
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
現
代
の
言
い
方
で
い
う
と
、

つ

ま
り
「
理
性
」
に
よ
っ
て
相
互
理
解
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
康
有
為
が
何
ヶ
所
か
で
「
物
と
し
て
電
無
き
は
無
く
、
物

と
し
て
神
無
き
は
無
し
」
と
い
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
相
互
理
解
は
た
だ
人
間
同
士
の
間
に
限
ら
ず
、
入
間
以
外
の
物
に
お
い

て

も
あ
り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
人
間
以
外
の
物
は
、
「
神
」
を
養
う
こ
と
が
な
い
た
め
、
そ
の
「
智
」
は
人
間
と
比
べ
る
と

遙
か
に

劣
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
相
互
理
解
と
い
う
よ
り
も
、
人
間
が
一
方
的
に
そ
れ
ら
の
も
の
を
認
識
し
、
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る

と
理
解
し
た
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
認
識
し
得
る
ま
た
は
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
皆
同
じ
「
気
」

と
「
神
」
を
内
包
す
る
存
在
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
夫
天
地
者
、
生
之
本
。
万
物
分
天
地
之
気
而
生
、
人
処
万
物
之
中
、
得
天
地
之
一
分
焉
、
故
天
地
万
物
皆
同
気
也
。
風
震
流
形
、

　
　
庶
物
露
生
、
乾
坤
為
父
母
、
万
物
同
胞
体
、
電
気
流
徒
、
無
有
遠
近
、
莫
不
通
焉
。
（
『
中
庸
注
』
（
九
一
頁
）

　
　
孔
子
云

「
道
二
、
仁
与
不
仁
而
已
」
。
仁
則
電
能
通
、
而
全
体
暢
治
、
不
仁
則
電
不
通
、
而
全
身
麻
痺
。
一
身
如
此
、
天
下
同
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之
。
（
「
「
陳
西
第
一
次
講
演
」
一
〇
九
七
頁
）

「
風
震

流
形
、
庶
物
露
生
」
は
つ
ま
り
「
神
」
の
作
用
を
い
う
（
『
大
同
書
』
四
頁
）
。
全
て
の
「
気
」
と
「
神
」
を
内
包
す
る
も
の

は

通

じ
得
る
の
で
あ
る
。
「
仁
」
で
あ
る
状
態
は
お
互
い
に
支
障
な
く
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
「
気
」
と
「
神
」
の
支
障
無

く
流
れ
て
い
る
状
態
が
「
仁
」
で
あ
る
、
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
神
」
が
流
動
す
る
と
い
う
性
質
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は

既

に
明
ら
か
に
し
た
が
、
も
と
よ
り
「
気
」
に
も
そ
の
よ
う
な
性
質
が
あ
る
。
こ
れ
は
第
一
章
で
見
た
引
用
文
の
中
の
「
人
の
気
点

　
　
　
　
　
　
　
ま

の

感
動
流
通
し
て
相
醍
る
は
、
乃
ち
自
然
の
勢
な
り
」
と
い
う
語
に
明
示
さ
れ
て
い
る
。
人
間
の
お
互
い
に
通
じ
る
こ
と
は
「
気
」

と
「
神
」
の
流
動
に
よ
る
。
こ
れ
は
「
電
」
の
流
動
と
同
じ
よ
う
な
も
の
だ
と
、
康
有
為
は
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
康
有
為
が

「
仁
」
を
「
気
」
や
「
以
太
」
や
「
電
」
と
結
び
つ
け
た
の
は
そ
の
よ
う
な
考
え
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
彼
は
、
「
人
と
は
、
仁
な

り
」
、
〔
仁
と
は
、
人
な
り
」
と
訓
詰
す
る
中
国
の
伝
統
思
想
を
踏
ま
え
て
、
入
間
は
誰
で
も
こ
の
相
通
じ
よ
う
と
す
る
性
質
を
有
し

て
い

る
、
と
主
張
し
て
い
る
。

　

こ
の
「
仁
」
は
ま
た
「
善
」
及
び
「
愛
」
・
「
博
愛
」
と
も
称
さ
れ
る
（
唐
代
の
韓
愈
の
「
博
愛
を
こ
れ
仁
と
謂
う
」
と
い
う
語
は

そ
の

由
来
と
見
ら
れ
る
）
。
康
有
為
の
い
う
「
愛
」
あ
る
い
は
「
博
愛
」
を
見
て
み
よ
う
。

　
康
有
為

は
、
人
の
道
は
「
苦
を
去
り
楽
を
求
め
る
」
こ
と
と
し
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
、

　
　
夫

生
物
之
有
知
者
、
脳
筋
含
霊
。
其
与
物
非
物
之
触
遇
也
、
即
有
宜
有
不
宜
、
有
適
有
不
適
、
其
於
脳
筋
適
且
宜
者
、
則
神
魂

　
　
為
之
楽
、
其
与
脳
筋
不
適
不
宜
者
、
則
神
魂
為
之
苦
、
況
於
人
乎
。
脳
筋
尤
霊
、
神
魂
尤
清
、
明
其
物
非
物
感
入
於
身
者
、
尤

　
　
繁
彩
精
微
急
捷
、
而
適
不
適
尤
著
明
焉
。
適
宜
者
受
之
、
不
適
宜
者
拒
之
、
故
夫
人
道
只
有
宜
不
宜
。
不
宜
者
苦
也
、
宜
之
又

　
　
宜

者
楽
也
。
故
夫
人
道
者
、
依
人
以
為
道
、
依
人
之
道
、
苦
楽
而
已
。
為
人
謀
者
、
去
苦
以
求
楽
而
已
、
無
他
道
臭
。
（
『
大
同
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書
』
七
頁
）

と
い
う
文
が
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
性
」
（
「
脳
筋
」
と
「
神
魂
」
は
皆
固
有
属
性
に
属
す
る
。
詳
し
く
は
第
三
章
を
参
照
）
に

適
応
す
れ
ば
、
「
楽
」
で
あ
り
、
「
性
」
に
適
応
し
な
け
れ
ば
、
「
苦
」
で
あ
る
。
「
苦
を
去
り
楽
を
求
め
る
」
と
は
事
物
に
そ
の
「
性
」
、

つ

ま
り
そ
の
具
体
的
な
固
有
属
性
に
適
し
た
状
態
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
愛
」
と
い
う
行
為
で
あ
る
。
こ
の
「
愛
」
と

い

う
行
為
を
人
間
社
会
に
止
ま
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
生
物
、
あ
ら
ゆ
る
無
生
物
に
及
ば
す
の
が
「
博
愛
」
で
あ
る
。
こ
の
「
愛
」
或
い

は

「
博
愛
」
を
実
現
す
る
の
は
「
理
」
（
事
物
の
因
果
関
係
の
法
則
）
の
究
明
に
よ
っ
て
「
性
」
（
事
物
の
具
体
的
な
固
有
属
性
）
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
、
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

　
　
其

覚
知
少
者
、
其
愛
心
亦
少
、
其
覚
知
大
者
、
其
仁
心
亦
大
。
其
愛
之
無
涯
、
与
覚
之
無
涯
、
愛
与
覚
之
大
小
多
少
為
比
例
。

　
　
（
『
大
同
書
』
六
頁
）

と
、
感
じ
る
こ
と
と
知
る
こ
と
の
量
は
「
仁
」
つ
ま
り
「
愛
」
の
量
と
正
比
例
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
論
じ
、

　
　
蓋
天
之
生
物
、
人
為
最
貴
、
有
物
有
則
、
天
賦
定
理
、
人
人
得
之
、
人
人
皆
可
平
等
自
立
、
故
可
以
全
世
界
皆
善
。
（
『
孟
子
微
』

　

　
七
頁
）

と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
康
有
為
の
言
う
「
平
等
」
、
「
自
立
」
は
、
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
生
ま
れ
な
が
ら
の
性
質
に
適
し
て
生
活
す

る
こ
と
だ
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
以

上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
康
有
為
の
い
う
「
仁
」
は
、
人
間
の
相
通
じ
よ
う
と
す
る
性
質
、
ま
た
通
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
手
を

そ
の

生

ま
れ
な
が
ら
の
「
性
」
（
固
有
属
性
）
に
適
し
た
状
態
に
存
在
さ
せ
る
行
為
（
「
愛
」
ま
た
は
「
博
愛
」
）
を
指
す
。
あ
ら
ゆ

る
「
気
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
物
体
は
「
気
」
と
「
神
」
を
内
包
す
る
存
在
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
仁
」
は
、
「
気
」
と
「
神
」
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の

「
電
」
の
よ
う
に
伝
達
す
る
或
い
は
相
互
吸
引
す
る
効
能
に
よ
っ
て
、
時
間
と
空
間
を
越
え
て
伝
達
す
る
こ
と
が
で
き
、
あ
ら
ゆ

る
物
体
に
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
「
仁
」
の
実
現
は
「
理
」
（
事
物
の
因
果
関
係
）
の
究
明
に
よ
っ
て
「
性
」
（
事
物
の
具
体

的
な
固
有
属
性
）
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
「
仁
」
は
「
性
」
の
一
つ
で
あ
る
、

つ

ま
り
「
気
質
」
の
一
部
分
で
も
あ
る
の
で
、
「
性
」
と
同
じ
く
「
気
」
の
物
質
性
に
影
響
を
与
え
な
い
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

康
有
為
の

そ

の

「
仁
」
の
思
想
は
や
が
て
讃
嗣
同
の
『
仁
学
』
に
よ
っ
て
一
つ
の
形
と
な
る
。

お
わ

り
に

　
以
上

の

四

章
に
わ
た
っ
て
、
康
有
為
の
い
う
「
気
」
を
中
心
に
検
討
し
て
き
た
。
こ
の
検
討
に
よ
っ
て
、
康
有
為
の
い
う
「
気
」

は

物
質
的
な
存
在
つ
ま
り
現
在
で
い
う
元
素
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
、
彼
の
哲
学
が
ほ
ぼ
体
系

的
に
把
握
で
き
た
。
「
気
」
・
「
神
」
・
「
性
」
・
「
理
」
・
「
仁
」
の
諸
概
念
は
こ
こ
で
繰
り
返
し
て
述
べ
る
必
要
は
な
い
と
思
う
が
、
全

体
像
を
簡
潔
に
整
理
す
る
と
、

　

　
「
気
」
（
物
質
）
ー
「
質
」
－
「
五
行
」
i
「
体
」
1
「
醜
」
1
「
視
聴
」
1
「
陰
」

　

　
「
神
」
（
非
物
質
）
ー
「
鬼
」
1
「
魂
」
1
「
霊
魂
」
1
「
知
覚
」
1
「
道
徳
」
1
「
陽
」

と
い
う
図
式
と
な
る
。
こ
れ
は
、
伝
統
的
な
「
陽
ー
神
ー
魂
」
と
「
陰
－
鬼
ー
醜
」
と
い
う
図
式
と
は
本
質
的
に
異
な
る
も
の
で
あ

る
。
伝
統
的
な
も
の
で
は
「
陰
」
と
「
陽
」
は
「
気
」
で
あ
り
、
「
神
」
と
「
魂
」
は
物
質
的
な
概
念
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し

て
、
康
有
為
は
、
「
陰
陽
」
は
「
気
」
と
見
ず
、
相
対
関
係
を
指
す
語
と
し
て
用
い
、
「
神
」
と
「
魂
」
を
非
物
質
的
な
概
念
と
し
た
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の

で
あ
る
。
こ
の
点
が
彼
の
最
も
特
徴
の
あ
る
と
こ
ろ
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

　
最
後
に
、
彼
の
哲
学
体
系
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
「
神
」
と
い
う
概
念
は
絶
対
必
要
な
存
在
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み

よ
う
。
宗
教
面
に
お
い
て
は
、
当
時
の
い
わ
ゆ
る
宗
教
（
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
）
と
対
抗
し
よ
う
と
し
て
、
孔
子
を
教
主
と
す
る
「
孔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
1
7
）

子

教
」
が
必
要
で
あ
る
と
彼
は
感
じ
た
し
、
政
治
に
も
そ
の
「
孔
子
教
」
は
必
要
だ
と
考
え
て
い
た
。
そ
う
す
る
と
、
「
礼
」
と
し

て
の

「
祭

祀
」
も
正
当
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
思
想
的
側
面
と
し
て
は
、
彼
の
い
う
「
仁
」
の
実
行
の
必
要
条
件
と
な
ろ
う
。
「
仁
」

を
行
い
得
る
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
「
気
」
と
「
神
」
を
内
包
す
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
「
神
」

と
い
う
概
念
を
除
け
ば
、
「
気
」
の
流
通
だ
け
で
、
人
間
同
士
が
相
通
じ
る
つ
ま
り
相
互
理
解
し
う
る
の
か
ど
う
か
は
疑
問
が
残
る
。

そ

の

二
つ
の

点

に
お
い
て
、
康
有
為
が
「
神
」
と
い
う
概
念
を
新
た
に
解
釈
し
、
導
入
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

れ
は

梁
啓
超
が
い

う
康
有
為
の
「
重
魂
主
義
」
（
『
康
有
為
伝
』
二
四
八
頁
）
の
意
味
に
含
ま
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　
康
有
為
の

思
想

は
、
戊
戌
変
法
以
前
と
亡
命
以
降
の
両
時
期
に
お
い
て
、
そ
の
変
動
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
確
か
に
そ
の
通

り
で
あ
る
が
、
『
自
編
年
譜
』
に
は
こ
の
哲
学
の
体
系
は
二
十
七
才
に
完
成
さ
せ
た
と
あ
り
（
二
十
七
才
と
い
う
年
齢
は
あ
ま
り
に

早
す
ぎ

る
嫌
い
が
あ
る
が
）
、
本
稿
に
引
い
た
諸
文
か
ら
も
伺
え
る
よ
う
に
、
早
期
か
ら
晩
年
に
い
た
る
ま
で
そ
の
哲
学
に
は
終
始

一
貫

し
た
も
の
が
あ
る
こ
と
は
実
事
で
あ
る
。
そ
の
哲
学
の
根
幹
と
な
る
諸
概
念
（
用
語
）
と
そ
れ
ら
の
諸
概
念
の
関
係
を
考
察
す

れ
ば
、
そ
の
体
系
は
基
本
的
に
は
宋
学
の
枠
組
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
言
え
よ
う
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
康
有
為
の
思
想
は
中
国
近
代
に
大
き
な
影
響
を
及
ば
し
た
。
そ
の
影
響
の
実
態
を
把
握
す
る
に
は
彼
の
哲
学
思

想
が
、
社
会
の
ど
こ
ま
で
、
ど
の
よ
う
な
形
で
影
響
し
た
の
か
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
考
察
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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な
お
、
指
導
教
官
池
田
秀
三
・
狭
間
直
樹
、
元
助
手
末
岡
宏
、
そ
し
て
中
純
夫
先
生
、
竹
内
弘
行
先
生
及
び
先
輩
呉
震
な
ど
か
ら

の

多

大
な
る
指
導
を
受
け
た
こ
と
、
及
び
、
父
の
看
病
の
た
め
帰
国
し
た
際
に
、
上
海
市
立
第
二
人
民
医
院
の
内
科
主
任
医
師
宋
衛

東
、
看
護
婦
長
助
手
萄
雪
琴
両
氏
の
協
力
に
よ
っ
て
、
看
病
し
つ
つ
論
文
の
作
成
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
こ
こ
で
感
謝
の

意
を
表
す
。

注（
1
）
　
康
有
為
の
「
気
」
を
観
念
的
な
存
在
と
し
て
捉
え
る
も
の
に
は
、
張
錫
勤
著
『
中
国
近
代
思
想
史
』
（
台
湾
万
巻
楼
、
一
九
九
四
年
）
、
侯

　
　
外
盧
主
編
『
中
国
近
代
哲
学
史
』
（
人
民
出
版
社
、
一
九
七
八
年
）
、
呂
干
彦
博
「
論
康
有
為
的
『
元
』
及
其
実
質
」
（
『
中
国
近
代
哲
学
史
論

　
　
文
集
』
中
国
社
会
科
学
院
哲
学
研
究
所
中
国
哲
学
史
研
究
室
編
、
天
津
人
民
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）
、
察
尚
思
『
康
有
為
黄
金
時
代
的
思

　
　
想
体
系
和
評
価
』
（
『
中
国
近
三
百
年
学
術
思
想
論
集
』
四
編
、
存
革
学
社
編
集
、
崇
文
書
店
、
一
九
七
三
年
）
、
『
中
国
哲
学
史
』
（
北
京
大

　
　

学
哲
学

系
中
国
哲
学
史
教
研
室
編
写
、
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
）
な
ど
が
あ
る
。

　
　
　
物
質
的
な
存
在
と
し
て
捉
え
る
も
の
と
し
て
は
、
李
沢
厚
「
論
康
有
為
的
哲
学
思
想
」
（
『
中
国
近
三
百
年
学
術
思
想
論
集
』
四
編
、
存
華

　
　
学
社
編
集
、
崇
文
書
店
、
一
九
七
三
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
　
　
「
有
意
識
的
物
質
」
は
鴻
友
蘭
氏
が
「
戊
戌
変
法
的
組
織
者
和
領
導
者
ー
康
有
為
」
（
『
中
国
哲
学
史
新
編
』
第
六
冊
、
人
民
出
版
社
、
一

　
　
九
八
九

年
、
二
二
頁
）
で
用
い
た
語
で
あ
る
。
鍾
賢
培
主
編
『
康
有
為
思
想
研
究
』
（
広
東
高
等
教
育
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）
に
も
薦

　
　
氏
の
考
え
に
近
い
も
の
が
見
ら
れ
る
（
一
二
四
頁
）
。

（
2
）
　
資
料
に
つ
い
て
、
一
、
『
康
有
為
全
集
』
（
姜
義
華
、
呉
根
梁
編
校
。
上
海
古
籍
出
版
社
）
。
こ
の
全
集
は
刊
行
中
で
、
こ
れ
ま
で
に
三
冊

　
　
が
刊
行

さ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
『
春
秋
董
氏
学
』
（
一
八
九
三
～
一
八
九
七
）
か
ら
の
引
用
は
第
二
冊
（
一
九
九
〇
年
）
に
納
め
ら
れ
た
も

　
　
の

に
よ
る
。
二
、
『
大
同
書
』
（
銭
定
安
校
訂
。
中
華
書
局
、
一
九
三
七
年
）
。
三
、
『
康
有
為
学
術
著
作
選
』
（
全
七
冊
、
楼
宇
烈
整
理
、
中

一 93一



　
　
華
書
局
、
一
九
八
四
年
～
一
九
九
二
年
）
。
四
、
『
康
有
為
政
論
集
』
（
上
下
二
冊
、
湯
志
鈎
編
、
中
華
書
局
、
一
九
八
｝
年
）
。
上
記
の
資
料

　
　
の

一

、
二
、
三
以
外
の
康
有
為
の
文
章
の
引
用
は
こ
れ
を
用
い
る
。
五
、
『
康
南
海
先
生
遺
著
彙
刊
』
（
蒋
貴
麟
主
編
、
宏
業
書
局
、
　
一
九
七

　
　
七
年
）
。
こ
の
資
料
は
主
と
し
て
引
用
文
の
照
合
に
用
い
る
。

（
3
）
　
こ
こ
で
は
『
易
』
の
「
乾
元
統
天
者
也
」
を
根
拠
に
し
て
い
る
が
、
『
春
秋
董
氏
学
』
に
「
元
者
、
始
也
」
（
七
九
五
頁
）
と
あ
り
、
董
仲

　
　
箭
の
考
え
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
4
）
　
『
春
秋
董
氏
学
』
に
「
何
休
謂
『
元
者
、
気
也
』
」
（
七
九
五
頁
）
と
あ
り
、
直
接
的
に
は
何
休
か
ら
取
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
5
）
　
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
中
国
哲
学
史
に
お
い
て
は
少
な
く
は
な
い
。
し
か
し
、
康
有
為
の
こ
の
考
え
方
は
む
し
ろ
近
代
自
然
科
学
知
識
の

　
　
影

響
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
彼
は
『
康
南
海
自
編
年
譜
』
に
お
い
て
、
二
十
七
歳
の
頃
、
「
因
顕
微
鏡
之
万
数
千
倍
者
、
視
風
如
輪
、
見
蟻

　
　
如

象
、
而
悟
大
小
斉
同
之
理
。
因
電
機
光
綾
一
秒
数
十
万
里
、
而
悟
久
遠
斉
同
之
理
。
知
至
大
之
外
、
尚
有
大
者
、
至
小
之
内
、
尚
包
小
者
、

　
　
剖
一
而
無
尽
、
吹
万
而
不
同
、
根
元
気
之
混
命
、
推
太
平
之
世
」
（
十
二
頁
）
と
述
べ
、
つ
ま
り
、
顕
微
鏡
と
光
電
の
知
識
に
よ
っ
て
、
『
荘

　
　
子
』
に
い
う
「
斉
物
」
の
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
（
「
剖
一
而
無
尽
、
吹
万
而
不
同
」
と
い
う
語
は
『
荘
子
』
の
「
斉
物
論
篇
」
と

　
　
「
秋
水
篇
」
及
び
『
列
子
』
の
「
湯
問
篇
」
に
見
ら
れ
、
ま
た
参
考
と
し
て
は
「
万
物
一
斉
」
と
い
う
語
は
「
秋
水
篇
」
に
見
ら
れ
る
）
。
こ

　
　
れ
は

万
物
が
皆
「
気
」
を
根
源
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
し
て
「
太
平
之
世
」
を
推
理
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
彼

　
　
の
大
同
思
想
は
そ
の
「
気
」
を
根
拠
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

有
田
和
夫
氏
は
『
清
末
意
識
構
造
の
研
究
』
に
お
い
て
、
「
大
小
斉
同
の
理
を
悟
り
」
「
久
速
斉
同
の
理
を
悟
る
」
を
挙
げ
て
、
こ
れ
は
仏

　
　
教
、
道
教
及
び
陸
王
「
心
学
」
的
な
「
悟
道
的
な
修
学
態
度
」
で
あ
る
、
と
論
じ
て
い
る
（
汲
古
書
院
、
一
九
八
四
年
。
三
三
頁
）
。
し
か

　
　
し
、
万
物
の
存
在
を
近
代
の
物
理
学
的
知
識
に
基
づ
い
て
哲
学
的
に
説
明
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
仏
教
、
道
教
及
び
陸
王
「
心
学
」
的
な
「
悟

　
　
道
」
と
同
一
視
す
る
こ
と
が
で
き
ま
い
。

（
6
）
　
三
浦
国
雄
『
朱
子
と
気
と
身
体
』
（
平
凡
社
、
一
九
九
七
年
）
の
第
三
章
「
鬼
神
論
」
参
照
。

（
7
）
　
察
尚
思
氏
は
、
前
引
用
文
に
あ
る
「
天
者
一
物
之
魂
質
也
」
の
「
天
」
を
「
元
」
と
し
て
い
て
、
「
元
」
は
「
魂
質
」
で
あ
る
と
読
ん
で
、
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「
元
」
（
気
）
を
観
念
的
な
も
の
と
断
定
し
て
い
る
（
前
掲
書
一
＝
三
頁
）
。
氏
の
用
い
た
版
本
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
照
合
す
る
こ

　
　

と
が
で
き
な
い
が
、
薦
友
蘭
氏
は
「
天
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
（
前
掲
書
二
＝
頁
）
、
「
天
」
と
い
う
字
が
正
確
だ
と
思
う
。
た
だ
、
薦

　
　
氏

は
、
「
彼
（
康
有
為
）
が
物
質
は
意
識
あ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
、
…
。
元
気
も
意
識
あ
る
物
質
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
元

　
　
気
」
と
そ
れ
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
物
（
天
や
人
間
）
と
の
区
別
に
気
付
い
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
佐
藤
震
二
氏
は
「
元
」
（
絶
対
的
実

　
　

体
）
と
「
天
」
（
宗
教
的
絶
対
者
）
と
の
性
質
の
違
い
に
気
付
い
て
い
た
が
、
し
か
し
、
氏
も
「
彼
（
康
有
為
）
は
、
元
と
天
と
の
両
観
念

　
　
に

よ
る
二
元
的
不
統
一
を
、
両
者
夫
々
の
名
称
を
残
し
な
が
ら
も
一
元
論
的
に
統
一
せ
ん
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
」
（
「
康
有
為
哲
学
序
説
」

　
　
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
十
集
、
一
九
五
八
年
。
一
四
一
頁
）
と
述
べ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
「
元
」
（
気
）
と
「
天
」
と
の
先
後
関
係
、
ま

　
　
た
は

そ

の

「
元
」
つ
ま
り
「
気
」
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
「
天
」
に
「
神
」
が
既
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
気
付
い
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
8
）
　
こ
の
「
天
」
に
は
造
物
主
と
い
う
意
味
の
あ
る
こ
と
が
伺
え
る
。
こ
の
造
物
主
と
し
て
の
「
天
」
は
、
『
礼
記
』
「
礼
運
」
に
あ
る
「
故
祭

　
　
帝
於
郊
」
に
対
す
る
、
「
帝
、
為
万
生
之
本
、
其
位
已
尊
、
故
祭
天
於
郊
以
報
本
、
而
独
尊
之
」
（
『
礼
運
注
』
二
五
八
頁
）
と
い
う
注
釈
や
、

　
　
「
中
国
凡
称
天
、
即
有
主
宰
之
意
、
主
宰
者
、
上
帝
也
。
詩
称
『
昭
事
上
帝
』
、
又
日
『
上
帝
臨
汝
、
母
弐
爾
心
』
故
礼
以
郊
祀
上
帝
。
」
（
『
諸

　
　
天
講
』
一
六
九
～
一
七
〇
頁
）
な
ど
か
ら
明
ら
か
な
ご
と
く
、
「
上
帝
」
と
同
一
で
あ
る
。

（
9
）
　
　
「
故
者
、
已
然
之
跡
也
」
（
『
孟
子
微
』
四
二
頁
）
と
あ
る
。
具
体
的
な
存
在
様
態
と
理
解
す
る
。

（
1
0
）
　
『
明
清
思
想
史
の
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
〇
年
。
一
五
一
頁
）
参
照
。

（
H
）
　
康
有
為
の
哲
学
を
「
気
＝
兀
論
」
と
捉
え
る
説
者
に
、
李
沢
厚
氏
や
有
田
和
夫
氏
（
『
気
の
思
想
』
小
野
沢
精
一
・
福
永
光
司
・
山
井
勇

　
　
編
、
東
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
一
年
。
五
五
〇
頁
）
な
ど
が
い
る
。
李
氏
は
「
『
理
』
『
気
』
先
後
の
争
い
」
に
よ
っ
て
、
康
有
為
は
「
気

　
　
一
元
論
」
の
伝
統
を
受
け
継
い
だ
と
判
断
し
て
い
る
（
前
掲
一
八
一
頁
）
。
そ
こ
に
「
神
」
と
い
う
概
念
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
「
神
」
と

　
　
「
気
」
の
先
後
に
つ
い
て
は
康
有
為
は
論
じ
て
い
な
い
が
、
両
方
と
も
不
滅
な
存
在
だ
と
彼
は
考
え
て
い
る
（
詳
し
く
は
後
章
を
参
照
）
。

（
1
2
）
　
康
有
為
の
こ
の
考
え
方
は
、
「
或
疑
孔
子
為
無
神
教
、
貴
知
此
為
朱
子
誤
乱
之
義
、
非
孔
子
之
教
旨
也
」
（
『
礼
運
注
』
二
五
二
頁
）
と
い

　
　

う
文
と
「
孔
教
会
序
二
」
に
あ
る
文
（
七
三
九
～
七
四
〇
頁
）
か
ら
伺
え
る
。
そ
こ
か
ら
、
康
有
為
が
自
ら
の
「
孔
子
教
」
を
当
時
に
お
い
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て
一
般
的
に
い
う
「
宗
教
」
と
同
じ
位
置
に
付
け
よ
う
と
す
る
意
志
が
読
み
取
れ
る
（
如
何
な
る
意
味
で
「
孔
子
教
」
が
「
宗
教
」
に
な
り

　
　
得

る
の
か
に
つ
い
て
は
第
三
章
を
参
照
）
。

（
1
3
）
　
こ
の
「
理
」
は
康
有
為
の
い
う
「
公
理
」
と
は
同
一
の
概
念
で
は
な
い
（
「
答
南
北
美
洲
諸
華
商
論
中
国
只
可
行
立
憲
不
可
行
革
命
書
」

　
　
四
七
六

頁
）
。
「
理
」
は
事
物
に
客
観
的
に
存
在
し
て
い
て
、
人
間
の
智
慧
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
る
が
、
「
公
理
」
は
知
識
に
基
づ
い
て
推
理

　
　

さ
れ
た
最
も
基
本
的
な
最
も
普
遍
的
な
原
理
で
あ
る
（
康
有
為
が
幾
何
学
に
よ
っ
て
作
っ
た
『
実
理
公
法
全
書
』
は
そ
の
例
で
あ
る
）
。
こ

　
　
の

「
公

理
」
は
必
ず
し
も
今
の
現
実
の
社
会
に
適
応
す
る
と
は
限
ら
な
い
。

（
1
4
）
　
　
「
知
気
」
と
は
、
『
礼
記
』
「
礼
運
」
に
あ
る
「
知
気
在
上
」
の
「
知
気
」
で
あ
っ
て
、
康
有
為
は
こ
れ
を
「
霊
魂
」
と
解
釈
し
て
い
る
。

　
　
「
略
同
電
気
」
と
は
、
「
神
気
即
電
気
也
、
故
皆
従
申
。
而
神
尤
為
電
気
之
主
、
難
無
形
声
、
而
含
元
吐
精
、
至
誠
不
息
、
引
而
申
之
、
則
自

　
　
微
而
顕
、
不
可
抑
緯
也
。
…
以
知
気
無
窮
、
如
電
相
引
、
難
微
必
顕
、
真
誠
必
発
、
無
間
於
千
百
世
、
無
隔
於
万
億
里
」
（
『
中
庸
注
』
二
〇

　
　
二
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
「
電
」
の
よ
う
な
吸
引
伝
達
の
効
能
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
「
亦
日
性
」
と
は
、
『
孟
子
』

　
　
の

「
君
子

所
性
」
（
孟
子
の
こ
の
「
性
」
は
狭
義
の
「
性
」
つ
ま
り
善
と
し
て
の
「
性
」
で
あ
る
）
の
「
性
」
を
「
性
者
、
人
之
霊
明
、
稟

　
　
受
於

天
、
有
所
自
来
、
有
所
自
去
。
…
、
故
不
随
身
之
生
死
而
変
滅
。
或
称
明
徳
、
又
日
徳
性
、
精
言
之
謂
神
明
、
粗
言
之
日
魂
霊
、
其
実

　
　
一
事
也
」
（
『
孟
子
微
』
二
四
頁
）
と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
、
『
孟
子
』
の
「
尽
其
心
者
、
知
其
性
也
」
の
「
性
」
を
「
性
者
、
天
賦
之
知
気

　
　
神
明
、
合
於
人
身
而
不
繋
於
死
生
者
」
（
『
孟
子
微
』
四
三
頁
）
と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
及
び
、
『
中
庸
』
の
「
天
命
之
謂
性
」
の
「
性
」
を

　
　
「
人
非
人
能
為
、
天
所
生
也
。
性
者
、
生
之
質
也
、
稟
於
天
気
以
為
神
明
、
非
伝
於
父
母
以
為
体
醜
者
」
（
『
中
庸
注
』
一
八
九
頁
）
と
解
釈

　
　
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
孟
子
の
い
う
善
と
し
て
の
「
性
」
と
『
中
庸
』
に
あ
る
「
天
命
」
と
し
て
の
「
性
」
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
　
「
養
之
久
者
」
と
は
、
下
文
に
あ
る
「
孟
子
之
言
養
性
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
「
亦
日
明
徳
」
と
は
、
「
若
夫
人
之
貴
於
万
物
、
其
乗
舞
之
性
、

　
　
独
能
好
蘇
徳
。
…
此
民
所
受
之
天
則
。
天
則
又
名
天
性
、
『
中
庸
』
日
徳
性
、
又
日
明
徳
。
『
伝
』
謂
人
既
生
醜
、
陽
日
魂
。
是
以
有
精
爽
至

　
　
於
神
明
。
孔
子
所
謂
魂
気
則
無
不
知
、
又
日
知
気
在
上
。
『
易
』
所
謂
知
気
遊
魂
、
但
有
精
粗
之
殊
。
故
神
明
清
爽
之
気
之
別
。
其
日
体
塊

　
　
則
降
、
知
気
在
上
。
是
附
随
体
醜
而
化
、
無
死
生
之
可
言
、
亦
不
因
父
母
而
始
有
、
善
養
之
可
歴
万
化
而
無
尽
也
。
但
視
所
養
之
淺
深
厚
薄
、
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及
偏
椅
如
何
、
以
為
生
生
之
現
受
、
要
人
人
皆
有
之
。
『
尭
典
』
所
謂
明
其
峻
徳
、
『
大
学
』
之
貴
明
其
明
徳
、
『
中
庸
』
之
貴
尊
其
徳
性
、
『
詩
』

　
　
所

謂
予
懐
明
徳
、
孟
子
之
言
養
性
、
膿
充
此
物
此
志
也
。
若
無
此
性
、
則
無
此
明
徳
、
自
不
好
此
蕗
徳
実
。
仁
義
礼
智
即
諮
徳
也
」
（
『
孟
子

　
　
微
』
二
九
頁
～
三
〇
頁
〉
と
あ
る
よ
う
に
、
『
中
庸
』
に
い
う
「
明
徳
」
の
こ
と
で
あ
る
、
ま
た
、
こ
の
「
明
徳
」
は
一
仁
智
勇
之
本
、
皆

　
　
在

明
徳
、
明
徳
即
佛
耶
之
霊
魂
也
、
但
名
不
同
耳
」
（
「
陳
西
孔
教
会
講
演
」
一
一
〇
九
頁
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
仏
教
或
い
は
キ
リ
ス

　
　
ト
教
の
い
う
「
霊
魂
」
で
も
あ
る
。

　
　

佐
藤
震
二
氏
は
、
康
有
為
の
「
不
忍
人
之
心
、
仁
也
、
電
也
、
以
太
也
」
と
い
う
文
の
意
味
を
探
る
た
め
に
、
こ
の
文
を
を
検
討
し
て
、
「
私

　
　

ど
も
が
神
‖
有
知
之
電
H
知
気
‖
魂
知
‖
精
爽
1
1
霊
明
‖
明
徳
と
い
う
概
念
規
定
を
無
条
件
的
に
且
つ
全
面
的
に
認
め
る
の
は
、
論
理
上
の

　
　
厳

密
な
意
味
に
解
す
れ
ば
誤
謬
で
あ
る
」
（
前
掲
書
＝
二
六
頁
）
と
い
う
結
論
を
下
し
た
。
氏
は
こ
の
文
を
如
何
に
理
解
す
べ
き
か
に
つ
い

　
　
て

述
べ
て
い
な
い
が
、
康
有
為
の
文
章
に
お
け
る
「
A
者
、
B
也
、
C
也
、
D
也
、
E
也
」
の
よ
う
な
文
を
た
だ
ち
に
「
A
‖
B
1
1
C
1
1
D

　
　

1
1
E
」
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
の
は
重
要
な
示
唆
と
思
わ
れ
る
。

（
1
5
）
　
　
『
礼
運
注
』
に
は
「
以
有
魂
醜
薫
懐
槍
、
発
為
昭
明
、
聖
人
於
是
有
祭
礼
、
以
嘉
楽
魂
醜
之
事
」
（
『
礼
運
注
』
二
五
〇
頁
）
と
あ
り
、
「
而

　
　
能
発
揚
昭
明
、
煮
嵩
懐
槍
者
、
百
物
之
精
也
、
神
之
著
也
」
と
あ
る
の
と
を
合
わ
せ
て
み
る
と
、
こ
こ
の
「
魂
塊
」
は
つ
ま
り
「
神
」
の
こ

　
　

と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
楼
宇
烈
氏
の
整
理
し
た
『
康
南
海
自
編
年
譜
』
に
「
神
之
有
魂
醜
」
（
十
二
頁
）
と
あ
る
が
、
蒋
貴
麟
氏
主
編
の
『
康

　
　
南
海
先
生
遺
著
彙
刊
』
に
納
め
ら
れ
て
い
る
『
康
南
海
先
生
自
編
年
譜
』
に
は
「
神
之
魂
塊
」
と
し
て
い
て
、
「
有
」
と
い
う
字
が
な
い
。

　
　
い

ま
ま
で
見
て
来
た
康
有
為
の
考
え
か
ら
言
え
ば
、
「
神
」
に
「
醜
」
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
「
神
之
魂
醜
」
と
い
う
文

　
　
が
正

し
い
で
あ
ろ
う
。

（
1
6
）
　
康
有
為
は
『
中
庸
注
』
に
お
い
て
、
「
魂
」
の
輪
廻
（
「
神
」
と
「
鬼
」
の
輪
廻
）
と
「
気
」
の
輪
、
山
を
用
い
て
人
間
の
運
命
を
説
明
し
よ

　
　

う
と
し
て
い
る
（
二
〇
〇
頁
）
。

（
1
7
）
　
　
「
愚
民
」
を
治
め
る
た
め
で
も
あ
る
（
『
論
語
注
』
八
一
～
八
二
頁
）
。
民
は
愚
か
も
の
と
見
て
い
る
限
り
、
康
有
為
の
思
想
が
中
国
の
近

　
　
代
化
に

貢
献
と
妨
害
の
両
面
性
を
有
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
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